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命
の
防
波
堤

海
に
囲
ま
れ
た
能
登
半
島
。
そ
の
自
然
は
「
能
登

の
里
山
里
海
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
ほ
ど
の
豊
か
さ
を
持
つ
。

　

波
穏
や
か
な
富
山
湾
に
面
す
る
能
登
町
の
海
岸
線
は
、
約

48
㎞
に
及
ぶ
。
私
た
ち
は
、
海
と
向
き
合
い
、
海
の
恵
み
に

感
謝
し
て
生
き
て
き
た
。
し
か
し
、
自
然
は
時
と
し
て
猛
威

を
振
る
う
。
地
震
、
津
波
、
台
風
、
豪
雨
、
土
砂
崩
れ
―
。

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
日
本
列
島
を
襲
っ
て
い
る
。

　

3
月
11
日
以
降
、
日
本
は
変
わ
っ
た
。「
自
分
は
大
丈
夫
」

「
能
登
に
津
波
は
来
な
い
」
―
は
も
う
通
じ
な
い
の
だ
。「
想

定
外
」
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
は
「
備
え
る
」

こ
と
し
か
な
い
。
私
た
ち
は
今
こ
そ
、「
防
災
」
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防
災
特
集

23 写真 / 波穏やかな九十九湾から北アルプスを望む
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能
登
は
安
全
か

災
害
は
必
ず
繰
り
返
す
。
発
生
確
率
０
・
１
％
で
も
能
登
半
島
地

震
（
２
０
０
７
年
3
月
25
日
）
は
起
き
た
。
過
去
に
は
大
き
な

津
波
被
害
も
あ
っ
た
。
能
登
に
も
津
波
は
来
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
津
波
へ
の
備
え
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

能
登
を
襲
っ
た
津
波

　

過
去
、
能
登
半
島
は
何
度
も
津
波

の
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。

　

１
８
３
３
年
12
月
７
日
、
山
形
県

鼠ね
ず
が
せ
き

ヶ
関
西
方
沖
で
発
生
し
た
地
震

で
、
能
登
半
島
に
8
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
襲
来
し
た
。
能
登
の
被
害
は
死

者
１
０
０
人
、
４
０
０
棟
の
家
屋
が

大
破
流
出
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る
。

　

１
９
６
４
年
の
新
潟
地
震
で
は
、

穴
水
町
に
２
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
十

数
回
押
し
寄
せ
１
３
５
戸
が
浸
水
被

害
。
引
き
潮
時
に
は
、
２
メ
ー
ト
ル

の
深
さ
の
川
底
が
現
れ
た
と
い
う
。

　

秋
田
沖
を
震
源
と
す
る
日
本
海
中

部
地
震
（
１
９
８
３
年
）
で
は
、
舳

倉
島
を
３
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
襲
っ

た
。
輪
島
港
で
は
漁
船
が
転
覆
し
３

人
が
重
軽
傷
。
ほ
か
の
漁
港
で
も
漁

船
が
次
々
と
転
覆
し
、
石
川
県
内
の

漁
船
被
害
は
61
隻
に
の
ぼ
っ
た
。

　

10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波
が
北

海
道
奥
尻
島
に
壊
滅
的
被
害
を
与
え

た
北
海
道
南
西
沖
地
震
（
１
９
９
３

年
）
で
は
、
地
震
発
生
約
70
分
後
に

津
波
が
能
登
に
到
達
。
外
浦
で
は
最

高
３
・
５
メ
ー
ト
ル
を
観
測
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
能
登
半
島
か
ら
遠
い
場

所
で
起
こ
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
※
１

（
Ｍ
）
７
ク
ラ
ス
の
地
震
。
能
登
近

海
に
は
地
震
の
原
因
と
な
る
活
断
層

※
２
が
多
く
、
も
し
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の

地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
津
波
の
高
さ

は
数
倍
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日本海側で起きた主な地震津波  　   　（■は石川県の被害記録があるもの）
年 震源 規模 津波 被害などの記録

701年 福井県若狭湾 M7.0 4 ～ 6m 京都府舞鶴市あたりが没する
850年 山形沖 M7.0 海水が国府から 4 ㎞に迫る
887年 新潟県南部沖 M6.5 津波が沿岸を襲い溺死者数千人

1614年 新潟県南部沖 M7.7 4 ～ 6m 震域広く津波を伴い死者多数

1741年 北海道渡
お し ま

島西方沖 M6.9 10m 以上 渡島大島津波。佐渡に被害あり

1762年 新潟沖 M6.6 佐渡で 26 棟流失

1792年 北海道積
しゃこたん

丹沖 M6.9 4 ～ 6m 出漁中の船などで溺死者

1793年 津軽半島西方 M6.9 2 ～ 3m 船の被害多くあり
1799年 金沢近海 M6.4 2 ～ 3m 金石に津波、100 棟流出、溺死多し

1804年 秋田県象
きさかた

潟 M7.1 2 ～ 3m 津波の記事あり

1833年 山形県鼠
ね ず が せ き

ヶ関西方沖 M7.7 4 ～ 8m 庄内沖地震。山形・新潟で被害大。能
登でも 400 棟大破流出、死者 100 人

1872年 島根県浜田 M7.1 2 ～ 3m 海水が引いたが被害なし
1892年 羽咋沖 M5.8 1m 以下 潮位の異常あり
1927年 丹後 M7.5 北丹後地震。小津波の記録あり

1939年 秋田県男
お が

鹿半島 M7.0 1m 以下 小津波の記録あり

1940年 北海道積丹半島沖 M7.0 4 ～ 6m 津波が日本海沿岸各地で起こる

1947年 北海道留
る も い

萌西方沖 M7.0 2 ～ 3m 津波あるが領域は狭い

1964年 秋田県男鹿半島沖 M6.9 1m 以下 津波記録は北海道江差－直江津まで

1964年 新潟沖 M7.5 4 ～ 6m 新潟地震。日本海沿岸各地で津波発生。
穴水で浸水被害発生

1964年 秋田沖 M6.3 1m 以下 小津波。被害なし

1983年 秋田沖 M7.7 10m 以上 日本海中部地震。沿岸各地で津波発生。
能登で漁船転覆などの被害

1993年 北海道奥尻島沖 M7.8 10m 以上
北海道南西沖地震。大津波と火災で死
者・行方不明者 230 人。輪島などで
津波発生

参考：北國新聞社「図解北陸の地震・津波・原発」（2011 年）

地震の発生を止めることはできない
し、予知も不可能。しかし、人の

住まい方、心構え、知恵で被害を小さく
する「減災」は十分に可能です。
　そのためには、津波について知ること
や、いざ起きたときに何をすれば良いの
か心掛けておくことが重要です。
　東北地方太平洋沖地震は、地震の規模
が非常に大きい「プレート境界地震」と
呼ばれる地震でした。日本海側で発生す
る地震は「活断層地震」と呼ばれる地震
で、プレート境界型と比べると規模は小
さいですが、それでも津波は起こります。
　北海道沖や東北沖で大きな地震と津波

が発生した場合は、津波が来るまで時間
的余裕があります。情報を確認して、慌
てず協力して避難することができます。
　問題は能登半島の近くで起きる、そこ
そこ大きな地震。この場合、能登には
10 分から 20 分で津波が来るため、警報
が出てから避難したのでは逃げ遅れる可
能性もあります。
　大きく揺れたとき、どこが震源か判断
することはできません。津波被害は生き
るか死ぬかです。「揺れたら逃げる」し
かない。日ごろから、どこを通って逃げ
るか、どうやって逃げるかを考え、津波
に備えておく必要があります。

能登には 10 分から 20 分という短時間で津波が来る可能性もある。
津波被害は生きるか死ぬか。「揺れたら逃げる」を習慣にして、津波に備えてほしい。

金沢大学人間社会学域地域
創造学類

青木賢
た つ と

人准教授

4

1983 年 5 月 26 日、日本海中部地震で
発生した津波が輪島に押し寄せ、漁船
を転覆させた。（北國新聞社提供）

※ 1 マグニチュード…地震の規模を表す数値。数値が大きいほど放出したエネルギーが大きく、１増えると
エネルギーは 32 倍、2 増えると約 1000 倍となる。東北地方太平洋沖地震は日本の観測史上最大の M9.0。

※２活断層…岩盤が割れて動くことでできる断層のうち、過去 200 万年の間に動いたとみな
され将来も活動することが推定される断層を特に活断層という。地震の発生に大きく関わる。
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津
波
を
知
る

平
成
7
年
度
か
ら
石
川
県
が
想
定
し
て
き
た
「
能
登
半
島
東
方

沖
地
震
」
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
。
能
登
の
近
く
で
起
き
る

大
き
な
地
震
で
、
津
波
の
発
生
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
津
波
に

備
え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
津
波
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
だ
。

津
波
の
特
徴
は

　

海
底
で
地
震
が
起
き
る
と
地
面
が

持
ち
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す

る
。
こ
の
地
形
の
変
化
が
海
水
に
伝

わ
り
、
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
四
方

に
広
が
る
波
が
津
波
。

　

強
風
に
よ
っ
て
で
き
る
高
波
と
は

性
質
が
全
く
違
う
。（
左
図
参
照
）

猛
ス
ピ
ー
ド
で
襲
う

　

津
波
は
海
が
深
い
ほ
ど
速
く
伝
わ

る
性
質
を
持
つ
。
水
深
５
千
メ
ー

ト
ル
で
時
速
８
０
０
㌔
（
ジ
ェ
ッ

ト
機
並
）、
５
百
メ
ー
ト
ル
で
時
速

２
５
０
㌔
（
新
幹
線
並
）、
海
岸
付

近
で
は
時
速
36
㌔
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

短
距
離
選
手
並
）。
津
波
が
見
え
て

か
ら
避
難
し
て
も
間
に
合
わ
な
い
。

　

浅
く
な
る
に
つ
れ
て
後
ろ
の
波
が

前
の
波
に
追
い
つ
く
た
め
、
海
岸
付

佐
渡
と
能
登
の
間

　

石
川
県
が
想
定
す
る
「
能
登
半
島

東
方
沖
地
震
」
は
、
佐
渡
島
と
能
登

半
島
の
間
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
地
震
。
右
図
の

よ
う
に
、
北
海
道
沖
か
ら
東
北
沖
で

は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
が
何
度

も
発
生
し
て
き
た
。
佐
渡
と
能
登
の

間
に
は
、
過
去
に
地
震
を
起
こ
し
た

活
断
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

能
登
半
島
東
方
沖
で
想
定
さ
れ
る

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
県
の
「
津

波
浸
水
想
定
区
域
図
」
に
よ
る
と
、

最
も
速
く
津
波
が
到
達
す
る
の
は
小

近
で
は
波
が
高
く
な
る
。

繰
り
返
し
襲
来
す
る

　

津
波
は
何
度
も
繰
り
返
し
襲
来
す

る
。
第
1
波
よ
り
も
そ
の
後
の
波
が

高
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

潮
が
引
く
と
は
限
ら
な
い

　

最
初
か
ら
押
し
波
で
来
る
場
合
も

あ
る
。「
津
波
の
前
に
必
ず
潮
が
引

く
」
と
い
う
の
は
間
違
い
。

津
波
警
報
は
3
分
後

　

気
象
庁
は
、
地
震
発
生
か
ら
約
3

分
後
に
津
波
警
報
・
注
意
報
を
発
表

す
る
。
津
波
の
予
想
が
50
セ
ン
チ
程

度
で
津
波
注
意
報
、
1
メ
ー
ト
ル
以

上
で
津
波
警
報
、
3
メ
ー
ト
ル
以
上

で
大
津
波
警
報
と
な
る
。

　

解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、
海
岸
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

木
港
で
９
分
。
小
木
沖
は
水
深
が
深

い
た
め
に
、
津
波
は
速
く
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

想
定
外
も
あ
り
う
る

　

小
木
港
へ
の
第
１
波
は
推
定
高
さ

３
・
８
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
津
波
の
高

さ
や
到
達
時
間
は
地
震
の
規
模
や
震

源
で
大
き
く
変
わ
る
。
第
１
波
が
一

番
高
い
と
も
限
ら
な
い
。
想
定
以
上

の
津
波
が
来
る
こ
と
も
あ
り
う
る
た

め
、
浸
水
想
定
区
域
外
で
も
決
し
て

安
心
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
は
、

１
９
９
３
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震

と
同
規
模
の
大
地
震
。
至
近
距
離
で

発
生
す
る
大
津
波
な
ど
、
能
登
半
島

東
方
沖
地
震
と
の
共
通
点
が
多
い
。

奥
尻
島
の
教
訓

　

北
海
道
南
西
沖
地
震
で
は
、
地
震

発
生
後
４
～
５
分
で
奥
尻
島
に
数

メ
ー
ト
ル
か
ら
10
数
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
押
し
寄
せ
た
。
死
者
・
行
方
不

明
者
２
３
０
人
。
こ
の
う
ち
、
津
波

の
犠
牲
者
は
１
９
８
人
を
数
え
る
。

　

助
か
っ
た
人
は
、
地
震
直
後
に
着

の
身
着
の
ま
ま
高
台
へ
避
難
し
た

人
。
車
で
逃
げ
よ
う
と
し
た
人
の
多

く
が
、車
ご
と
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
。

　

津
波
避
難
は
、
徒
歩
で
高
台
へ
向

か
う
こ
と
が
原
則
。
自
宅
か
ら
避
難

所
ま
で
の
距
離
や
時
間
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　平成 7 年の阪神淡路大震災後、石川
県は「地震被害想定調査」を実施し、県
内の活断層で今後起こりうる地震の被害
を推定しました。
　津波に関しては、当時の専門家に検証
してもらった結果、佐渡と能登の間の能
登半島東方沖で地震が起こると大きな津
波被害が出るという想定を行い「津波浸
水想定区域図」を作成しました。
　現在、東日本大震災を踏まえた見直し
を行っています。新しい区域図は、縮尺
が大きくなり、地形や構造物の影響、時
間の経過なども盛り込んだものになりま
す。本年度中に完成予定で、この区域図

をベースに各市町がハザードマップを作
ることになります。マップが各家庭に配
布された時には、地域で避難路の安全を
確認したり、避難訓練をしてもらうきっ
かけにしてほしいと思います。
　ただ、浸水想定はあくまで想定のシ
ミュレーションですので、想定外もあり
うるということを忘れないでください。
　県は、能登半島地震の教訓から、自主
防災組織の「組織づくり」と防災士※
の「人づくり」による「地域防災力」の
強化を図っています。防災に近道はあり
ません。今後も市町と連携・協力しなが
ら、しっかりと取り組んでいきます。

※参考資料：地震調査研究推進本部「日本海東縁部の地震活動の長期評価」（2003 年）

日本海で発生した地震（M7.5以上）と
今後推定される震源域

北海道南西沖地震
M7.8（1993 年）

日本海中部地震
M7.7（1983）

佐渡島北方沖

石川県が想定する
能登半島東方沖地震の
震源域

庄内沖地震
M7.7（1833）

秋田県沖

新潟地震
M7.5（1964）

は過去の震源モデルがない
想定震源域

高波と津波の違い
高波

津波

強風

平常時の海面

平常時の海面

津波は海底から海面までの全ての水が
巨大なかたまりになって沿岸に押し寄
せる。そのエネルギーはすさまじく、
50 センチの津波であっても人が押し倒
され、命の危険がある。

小
木
港
に
は
わ
ず
か
9
分
で
津
波
が
到
達

宇
出
津
港
15
分
、
松
波
へ
は
18
分
と
予
測

石川県が作成した津波浸水想定区域図の
一部。想定される地震が発生した場合、
宇出津港には 15 分で 3.5m の津波が到達
と予測される。図は石川県のホームペー
ジからダウンロードできる。

東日本大震災を受けて「津波浸水想定区域図」を見直している。防災に近道はない。
自主防災組織と防災士を育成し、「地域防災力」を強化していきたい。

石川県危機管理監室
危機対策課

宮下謙二課参事

※防災士…減災と防災力向上のための活動が期待され、そのために十分な意識・知識・
　　　　　技能を有する人として、NPO 法人日本防災士機構が認証する。
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東
日
本
大
震
災

に
学
ぶ

平
成
23
年
3
月
11
日
、
日
本
観
測
史
上
最
大
と
な
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
。
最
大
震
度
７
と
い

う
激
し
い
揺
れ
と
大
津
波
を
起
こ
し
、
原
発
事
故
ま
で
招
い
た

東
日
本
大
震
災
。

こ
の
光
景
は
決
し
て
人
ご
と
で
は
な
い
。

私
た
ち
は
、
こ
の
災
害
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
二
度
と
、
津
波
で
命
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
―
。

9

東北地方太平洋沖地震の概要
【発生日時】　　平成 23 年 3 月 11 日（金）午後 2 時 46 分

【震源】　　　　三陸沖（牡鹿半島の東南東 130 ㎞付近）

【震源の深さ】　24 ㎞

【地震の規模】　マグニチュード（M）9.0

【最大震度】　　震度 7　宮城県北部

【津波】　　　　3 月 11 日午後 2 時 49 分　大津波警報発表

【被害状況等】　

・人的被害　　死者 15,824 人　行方不明者 3,824 人

　　　　　　   負傷者 5,942 人

・建築物被害　全壊 118,660 戸　半壊 182,415 戸

　　　　　　   一部破損 603,193 戸
※内閣府緊急災害対策本部発表資料（平成 23 年 10 月 18 日）より

写真 /3 月 11 日午後 3 時 23 分。岩手県宮古市の市街地へ流れ込む真っ黒に染まった津波（宮古市提供）
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そ
の
時

津
波
襲
来
時
、
三
陸
沿
岸
で
何
が
起
き
た
の
か
。

生
き
残
っ
た
人
は
、
ど
う
い
う
行
動
を
取
っ
た
の
か
。

被
災
者
の
生
の
声
は
、
私
た
ち
に
何
を
伝
え
る
の
か
。

岩
手
県
田
野
畑
村
で
被
災
し
た
二
人
の
体
験
談
を
紹
介
す
る
。

●
取
材
協
力　

田
野
畑
村
政
策
推
進
課　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
い

づ
が
は
来
っ
と
思
っ

て
だ
っ
た
ど
も
、
ま

さ
が
、
こ
こ
ま
で
…
」

　

3
月
11
日
は
浜
の
な
ぎ
も
良
く
、

午
前
中
に
シ
ュ
ウ
リ
採
り
。
そ
れ
を

誰
に
配
っ
か
な
と
考
え
て
い
る
と
き

に
大
っ
き
な
地
震
が
来
た
。
何
か
の

下
に
隠
れ
る
よ
り
も
、
外
に
出
た
方

が
安
全
だ
と
思
っ
て
飛
び
出
し
た
。

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
っ

き
く
て
長
い
地
震
。
直
感
的
に
「
来

る
！
」
と
確
信
し
た
。

「
逃
げ
ろ
ー
、
も
っ
と
上
だ
ー
」

叫
び
な
が
ら
逃
げ
た

　

揺
れ
が
収
ま
り
、
近
所
の
老
人
宅

や
平
井
賀
郵
便
局
を
確
認
し
た
あ

と
、
駐
在
所
付
近
で
海
を
見
た
。

　

そ
の
時
、
普
段
の
干
潮
よ
り
も
少

し
多
く
潮
が
引
い
て
い
っ
た
。
そ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
満
潮
の
よ
う
に
な

り
、
鳴
門
海
峡
の
よ
う
な
渦
を
巻
い

て
い
た
。
海
面
が
だ
ん
だ
ん
高
く
な

り
、岸
壁
の
ク
レ
ー
ン
を
押
し
倒
し
、

船
が
沈
ん
だ
り
ひ
っ
く
り
返
っ
た
り

す
る
の
が
見
え
た
。

　

そ
の
波
が
引
か
な
い
う
ち
に

「
ド
ー
ン
」と
第
2
波
が
来
た
。
真
っ

白
く
上
が
る
し
ぶ
き
の
下
か
ら
、
も

保
健
セ
ン
タ
ー
で
食
改
善

グ
ル
ー
プ
役
員
会
の
最

中
に
地
震
が
来
ま
し

た
。
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
と

に
か
く
大
き
い
揺
れ
で
、
ス
ト
ー
ブ

を
消
し
て
慌
て
て
外
に
逃
げ
た
と
思

い
ま
す
。

　

地
鳴
り
の
よ
う
な
も
の
が
聞
こ

え
、
建
物
は
揺
れ
る
と
い
う
よ
り
も

横
に
動
い
て
い
る
感
じ
。
今
ま
で
感

じ
た
こ
と
の
な
い
地
震
で
、「
こ
れ

は
た
だ
事
で
は
な
い
。津
波
が
来
る
」

と
思
い
ま
し
た
。

あ
ん
な
に
大
き
い
津
波
だ
と
は

想
像
も
し
な
か
っ
た

　

揺
れ
が
少
し
収
ま
っ
た
と
き
に
、

足
が
痛
く
て
歩
く
の
が
大
変
な
無
二

の
友
人
が
心
配
に
な
り
、
車
で
島
し
ま
の
こ
し越

に
向
か
い
ま
し
た
。島
越
に
着
く
と
、

友
人
は
避
難
し
た
後
で
し
た
。
安
心

し
て
、自
分
も
自
宅
に
車
を
止
め
て
、

自
宅
裏
の
避
難
場
所
に
向
か
い
ま
し

た
。
津
波
が
来
る
と
は
思
っ
た
ん
だ

け
ど
、
ま
さ
か
あ
ん
な
に
大
き
な
も

の
だ
と
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

第
1
波
か
2
波
か
は
分
か
ら
な
い

け
ど
、
す
ご
い
勢
い
で
水
が
増
え
て

の
す
ご
い
勢
い
で
津
波
が
押
し
寄
せ

た
。
自
分
が
い
た
場
所
よ
り
も
高
く

感
じ
、
こ
こ
じ
ゃ
駄
目
だ
と
思
い
、

「
逃
げ
ろ
ー
、
逃
げ
ろ
ー
」「
駄
目

だ
、
も
っ
と
上
だ
、
上
が
れ
ー
、
上

が
れ
ー
」
と
叫
び
な
が
ら
逃
げ
た
。

　

津
波
の
様
子
を
う
ま
く
表
現
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
る
な
ら

洪
水
の
濁
流
が
下
か
ら
上
が
っ
て
く

る
よ
う
な
感
じ
で
、
も
の
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
だ
っ
た
。

「
て
ん
で
ん
こ
」
を
実
感
し
た

　

逃
げ
る
途
中
、
家
に
居
た
は
ず
の

妻
や
娘
、
孫
の
こ
と
が
脳
裏
を
よ

ぎ
っ
た
が
見
て
い
る
時
間
な
ど
な

く
、「
見
で
い
れ
ね
え
ぞ
ー
」
と
叫

び
な
が
ら
坂
を
駆
け
上
が
っ
た
。
幸

い
家
族
も
、
俺
の
叫
び
声
を
聞
い
て

先
に
避
難
し
て
い
た
。

　

先
人
た
ち
が
伝
え
て
き
た
「
津
波

て
ん
で
ん
こ
※
」
は
、
こ
の
こ
と
だ

と
実
感
し
た
。

　

足
元
か
ら
数
十
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ

ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
た
が
、
何
と

か
助
か
っ
た
。
そ
の
後
も
津
波
が
何

度
も
押
し
寄
せ
た
が
、
第
2
波
が
一

番
大
っ
き
か
っ
た
と
思
う
。

　
「
ま
さ
か
―
」
と
、
ほ
と
ん
ど
の

き
て
、「
ダ
ー
ン
」
と
か
「
ド
ー
ン
」

と
か
、
と
に
か
く
大
砲
の
よ
う
な
音

が
聞
こ
え
ま
し
た
。
堤
防
や
水
門
、

黎
明
館
（
漁
村
セ
ン
タ
ー
）
が
壊
れ

る
音
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の

う
ち
誰
か
の
「
上
が
れ
ー
、
ま
っ
と

上
さ
上
が
れ
ー
」
と
い
う
叫
び
声
が

聞
こ
え
、
自
分
も
も
っ
と
高
い
所
に

逃
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
自
分
が
い
る
避
難
場
所

に
向
か
う
道
を
二
人
が
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
一
人
は
誰
だ
か
覚
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
も
う
一
人
は
つ
え
を
つ

い
た
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
。
私
は
お

ば
あ
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
必
死
に

逃
げ
ま
し
た
。

　

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
―
。

　

二
人
と
も
津
波
に
の
ま
れ
、
水
の

中
で
が
れ
き
と
一
緒
に
ぐ
る
ぐ
る
と

回
り
ま
し
た
。
い
つ
手
を
離
し
た
の

か
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
水
を
飲
ん

だ
ら
駄
目
だ
と
思
っ
て
必
死
で
し

た
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
息
が
苦
し
く

な
り
、「
あ
ー
こ
れ
で
終
わ
り
だ
な
」

と
思
っ
た
と
き
に
水
が
ひ
き
、
息
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
今
度
は
大
量
の

が
れ
き
が
体
の
上
に
の
し
か
か
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
と
か
が
れ

き
の
中
か
ら
救
出
し
て
も
ら
い
、
ア

人
が
話
す
。
で
も
「
ま
さ
か
と
思
う

油
断
」
は
も
う
や
め
た
い
し
、
皆
さ

ん
に
も
や
め
て
ほ
し
い
。
と
に
か
く

地
震
が
あ
っ
た
ら
、
1
分
で
も
1
秒

で
も
早
く
、
1
メ
ー
ト
ル
で
も
１
セ

ン
チ
で
も
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
こ

と
。
こ
れ
が
大
事
だ
と
痛
感
さ
せ
ら

れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
俺
に
で
き
る
こ
と

は
、
今
回
の
教
訓
を
う
る
さ
い
っ
て

言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
教
え
て
行
く
こ

と
。
こ
の
経
験
を
風
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
伝
え
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と

思
う
。
机
の
上
で
考
え
た
こ
と
や
学

者
の
言
う
こ
と
よ
り
も
、
経
験
し
た

人
じ
ゃ
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
は
ず
だ
か
ら
。

　

大
切
な
の
は
「
伝
え
て
い
く
こ

と
」。
先
人
の
教
え
の
お
か
げ
で
、

自
分
も
今
こ
う
や
っ
て
生
き
て
い
る

ん
だ
か
ら
。

ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
一
丸
と

な
っ
た
支
援
に
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
海
と
生
き
て
行
く

　

教
訓
に
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も

大
き
す
ぎ
る
犠
牲
。
そ
れ
で
も
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
海

を
捨
て
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
漁
業
を
し
て
い
な
い
け
ど
、

海
で
育
ち
、
海
と
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
海
と
向
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
は
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
寄
せ
て
は
返
し
て
い
る
静
か

な
海
。
こ
の
海
が
二
度
と
牙
を
む
く

日
が
来
な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、

私
の
経
験
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

工
藤
房ふ

さ

こ子
さ
ん
（
70
）

早
野
一か

ず

ひ

ろ弘
さ
ん
（
64
）

島越地区に襲いかかる大津波。鉄道線
路や駅舎を破壊し、集落を壊滅させた

津
波
に
の
ま
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た

足
元
数
十
㌢
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
た

※津波てんでんこ…三陸沿岸に古くから伝わる言葉。一家共倒れを防ぐために、津波が来たら　　
　　　　　　　　　肉親に構わず、各自てんでんばらばらに一人で高台へと逃げろという意味。

防波堤を破壊した大津波は、住宅や商
店など、街並全てを奪い去っていった

田野畑村● 

岩手県

DATA【岩手県田野畑村】
面 積 156.19 ㎢、 人 口 3,883 人（H23 年
10 月１日現在）の酪農と水産業の村。
観光地「北山崎」は、㈶日本交通公社の
全国観光資源評価「自然資源・海岸の部」
で国内唯一、最高ランクの特 A 級に格
付け。近年、北山崎を中心とした体験型
観光にも力を入れている。
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釜
石
の
奇
跡

震
災
当
日
、
学
校
管
理
下
に
あ
っ
た
２
９
２
１
人
全
員
の
児
童
・
生
徒
が
生
き
残
っ
た

岩
手
県
釜
石
市
。
そ
れ
は
、
８
年
前
か
ら
実
践
し
て
き
た
「
防
災
教
育
」
の
成
果
だ
っ

た
。
釜
石
市
の
事
例
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
。
市
の
防
災
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
群
馬

大
学
大
学
院
の
片
田
敏
孝
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

時
に
起
こ
る
海
の
大
き
な
振
る
舞
い

と
向
き
合
う
べ
き
宿
命
で
あ
り
、
そ

の
時
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
対
応
を
す
る

こ
と
が
海
の
近
く
で
暮
ら
す
「
お
作

法
」
な
の
で
す
。

　

私
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
の
は

津
波
の
知
識
や
恐
怖
で
は
な
く
、
自

分
の
命
を
守
る
こ
と
に
主
体
的
に
な

る
こ
と
。
で
き
う
る
限
り
の
最
善
を

尽
く
す
と
い
う
姿
勢
で
す
。
防
災
教

育
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
姿
勢
の
教

育
」
こ
そ
が
最
も
大
切
な
の
で
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
津
波
浸
水
想
定

区
域
外
に
あ
っ
た
鵜う
の
す
ま
い

住
居
小
学
校
に

は
、
屋
上
を
超
え
る
ほ
ど
の
津
波
が

襲
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
状

況
を
判
断
し
、
よ
り
安
全
だ
と
思
う

場
所
に
避
難
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

津
波
に
備
え
る
こ
と
は
、

海
の
近
く
で
暮
ら
す「
お
作
法
」

　

災
害
に
対
す
る
一
番
の
危
険
は
、

気
の
ゆ
る
み
の
中
に
あ
り
ま
す
。
今

の
釜
石
市
民
で
あ
れ
ば
、
地
震
が
発

生
す
れ
ば
津
波
を
想
定
し
て
逃
げ
る

で
し
ょ
う
。
明
治
・
昭
和
三
陸
津
波

の
と
き
も
同
じ
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
災

害
の
記
憶
は
風
化
し
、
気
が
ゆ
る
ん

だ
こ
ろ
に
再
び
災
害
が
発
生
し
て
し

ま
う
。
今
回
の
災
害
は
、
人
間
の
も

ろ
さ
が
そ
の
ま
ま
被
害
に
直
結
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

津
波
を
恐
れ
な
が
ら
日
々
の
生
活

を
送
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
の

恵
み
を
た
く
さ
ん
も
ら
う
と
い
う
こ

と
は
、
人
間
が
自
然
と
共
に
生
き
て

ち
の
最
善
を
尽
く
し
た
行
動
が
、
結

果
と
し
て
多
く
の
命
を
救
い
「
釜
石

の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

学
校
管
理
下
に
な
か
っ
た
5
人
が

犠
牲
に
な
り
、
手
放
し
で
喜
ぶ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
は

ど
れ
だ
け
褒
め
て
も
褒
め
た
り
な
い

く
ら
い
の
す
ば
ら
し
い
判
断
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
最
善
を
尽
く
し
て
も

　

防
災
は
行
政
だ
け
が
や
る
も
の
で

は
な
く
、
住
民
の
対
応
力
の
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。
津
波
が
来
た
ら
行
政

任
せ
で
は
絶
対
に
間
に
合
わ
な
い
。

自
分
で
判
断
し
て
逃
げ
る
し
か
な
い

の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
最
善
を
尽
く
す
と
い

う
『
姿
勢
』
が
大
切
で
す
。
自
分
の

命
を
自
分
で
守
る
と
い
う
姿
勢
。
地

域
の
安
全
を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
姿
勢
で
す
。

　

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
考
え
れ

助
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
で
も
最

善
を
尽
く
し
た
の
で
あ
れ
ば
し
ょ
う

が
な
い
。
最
も
悔
し
い
こ
と
は
、
ま

だ
や
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
に
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
に

主
体
的
な
姿
勢
を

　

能
登
半
島
の
地
形
は
、
決
し
て
安

心
で
き
る
地
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
短
い
時
間
で
津
波
が
来
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今
、
こ
の

状
態
で
津
波
が
来
た
ら
ど
う
い
う
対

応
が
で
き
る
の
か
、
自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
防
災
に
対
す
る
考
え

方
を
変
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
大

災
害
が
起
き
た
瞬
間
、
行
政
が
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

ば
、で
き
る
こ
と
は
見
え
て
き
ま
す
。

例
え
ば
裏
山
に
上
が
る
避
難
路
を
地

域
で
つ
く
る
。
そ
の
避
難
路
で
お
年

寄
り
は
避
難
で
き
る
の
か
。
要
援
護

者
を
ど
う
や
っ
て
運
ぶ
の
か
―
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
、
地
域
の
問
題
と

し
て
真
剣
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
行
政
は
行
政
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
住
民
を
支

援
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

東
北
の
犠
牲
を
無
駄
に
し
な
い

　

人
間
は
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
災
害
の
記

憶
は
風
化
し
や
す
い
。
し
か
し
、
そ

れ
で
は
ま
た
災
害
に
対
し
無
防
備
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
無
防
備
な
状

態
で
『
そ
の
時
』
を
迎
え
る
の
は
も

う
や
め
ま
し
ょ
う
。
ど
の
地
域
も
東

北
と
同
じ
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な

い
。
東
北
の
経
験
を
、
教
え
を
無
駄

に
し
て
ほ
し
く
な
い
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
備
え
て
お

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
あ
れ
だ
け
の

巨
大
津
波
で
も
犠
牲
者
ゼ
ロ
が
不
可

能
で
は
な
い
こ
と
を
、
釜
石
の
子
ど

も
た
ち
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

幸
い
、
ま
だ
能
登
に
津
波
は
来
て

い
ま
せ
ん
。
や
る
な
ら
今
で
す
。
今

す
ぐ
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
こ
こ
も
危
険
だ
か
ら
も
っ
と
高
い

と
こ
ろ
に
避
難
し
よ
う
」
と
先
生
に

進
言
。
さ
ら
に
高
台
の
介
護
福
祉
施

設
ま
で
も
う
一
度
走
り
出
し
た
。

　

中
学
生
は
訓
練
ど
お
り
に
小
学
生

の
手
を
引
き
、
避
難
を
支
援
し
た
。

道
中
、
合
流
し
た
鵜
住
居
保
育
園
の

園
児
を
抱
え
、
台
車
を
押
し
、「
助

け
る
人
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
必
死
に
避
難
し
た
。

　

先
頭
の
生
徒
が
介
護
福
祉
施
設
に

到
着
し
点
呼
を
取
り
始
め
た
と
き
、

「
津
波
が
堤
防
を
越
え
た
！
」
と
い

う
叫
び
声
が
聞
こ
え
た
。

　
「
逃
げ
ろ
！
」

　

襲
い
来
る
津
波
の
恐
怖
に
、
子
ど

も
た
ち
は
さ
ら
に
高
台
の
石
材
店
ま

で
駆
け
上
が
っ
た
。
避
難
の
最
後
尾

は
介
護
福
祉
施
設
に
着
く
前
に
津
波

に
追
い
つ
か
れ
て
し
ま
う
。
と
っ
さ

の
判
断
で
山
を
駆
け
上
が
り
、
間
一

髪
の
と
こ
ろ
で
無
事
合
流
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
う
し
て
、
津
波
襲
来
時
に
学
校

管
理
下
に
あ
っ
た
鵜
住
居
小
学
校
、

釜
石
東
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
約

５
７
０
人
は
、
無
事
津
波
か
ら
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
広
域
首
都
圏
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

釜
石
東
中
学
校
と
鵜う
の
す
ま
い

住
居
小

学
校
の
津
波
襲
来
時
の
対
応

　

地
震
発
生
時
、
釜
石
東
中
学
校
の

副
校
長
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
生
徒
に

校
庭
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
よ
う
と

し
た
が
そ
れ
は
不
要
だ
っ
た
。

　

生
徒
は
、
地
震
の
揺
れ
か
ら
〝
た

だ
事
〟
で
は
な
い
こ
と
を
察
知
。
各

自
が
揺
れ
か
ら
身
を
守
る
最
善
の
対

応
を
行
い
、揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
に
、

自
ら
の
判
断
で
校
庭
に
集
合
し
始
め

た
。
そ
し
て
、
運
動
部
員
を
先
頭
に

全
生
徒
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い

た
避
難
場
所
「
ご
ざ
い
し
ょ
の
里
」

ま
で
走
り
始
め
た
。

　

一
方
、
鵜
住
居
小
学
校
で
は
、
津

波
の
襲
来
に
備
え
て
全
校
児
童
を
校

舎
の
3
階
に
移
動
さ
せ
て
い
た
。
し

か
し
、
中
学
生
が
避
難
し
て
い
く
様

子
を
見
て
、
す
ぐ
に
校
外
へ
の
避
難

を
決
断
。
児
童
た
ち
は
中
学
生
の
あ

と
を
追
っ
て
走
り
始
め
た
。
釜
石
東

中
学
校
の
生
徒
は
、
鵜
住
居
小
学
校

の
児
童
に
と
っ
て
率
先
避
難
者
と

な
っ
た
。

　

ご
ざ
い
し
ょ
の
里
ま
で
走
り
き
っ

た
小
中
学
生
は
、
そ
の
場
で
点
呼
を

取
り
、
避
難
は
無
事
完
了
し
た
か
に

見
え
た
。
し
か
し
、
裏
山
の
崖
が
崩

れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
生
徒
は

片田教授が釜石市の児童・生徒
に伝えてきた【避難三原則】

①想定にとらわれるな
　ハザードマップ以上の災害が起こる可能性
があると思え。
※浸水想定区域外であったにもかかわらず、
それにとらわれることなく避難を行った。

②最善を尽くせ
　「ここまでくればもう大丈夫だろう」では
なく、その時できる最善の対応行動を取れ。
※状況から判断し、あらかじめ決めておい
た避難所よりもさらに高台を目指した。

③率先避難者たれ
　避難する姿を見てほかの人も避難するよう
になり、結果的に多くの人を救う。
※避難する中学生を見て、小学生は校外へ
避難した。

片田敏孝さん

群馬大学広域首都圏防災研究センター長
群馬大学大学院工学研究科教授
釜石市防災・危機管理アドバイザー

釜石市● 

岩手県

校舎 3 階に軽自動車が突き刺さった鵜住
居小学校の様子（片田氏提供）

※は震災時に釜石市の児童・生徒がとった行動



で
き
る
こ
と
か
ら
や
る

　
「
東
北
に
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
絶
対

に
無
駄
に
し
た
く
な
い
」

　

4
月
か
ら
小
木
中
学
校
に
赴
任
し

た
小
川
正
校
長
は
、
防
災
教
育
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
を
話
す
。

　
「
小
木
は
三
陸
沿
岸
と
同
じ
リ
ア

ス
式
海
岸
の
港
町
。
津
波
を
自
分
た

ち
の
こ
と
と
し
て
考
え
た
と
き
、
学

校
、
生
徒
、
保
護
者
と
し
て
、
で
き

る
こ
と
か
ら
や
ろ
う
と
訴
え
た
」

　

主
に
取
り
組
ん
だ
の
は
3
年
生
28

人
。
▽
各
教
科
▽
総
合
的
な
学
習
▽

道
徳
▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
―
な
ど
を
通
じ

て
、
防
災
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
を

調
べ
、
訓
練
を
重
ね
て
き
た
。

　
「
津
波
の
速
度
や
到
達
時
間
は
数

学
、
地
図
を
調
べ
る
こ
と
は
地
理
の

勉
強
に
な
る
。
防
災
教
育
は
普
段
の

教
育
の
中
で
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
し
、
勉
強
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

で
生
徒
た
ち
の
学
ぶ
姿
勢
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
。先
生
方
に
と
っ
て
も
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
実
践
し
て
い
く

こ
と
で
指
導
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
」
と
小
川
校
長
は
力
を
込
め
る
。

　

避
難
路
の
危
険
箇
所
を
調
べ
、
聞

き
取
り
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
中

で
、
生
徒
た
ち
は
地
域
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
地
域
に
貢
献
す

る
や
り
が
い
を
感
じ
る
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
。
小

木
か
ら
一
人
も
津
波
の
犠
牲
者
を
出

し
た
く
な
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
生

徒
た
ち
。
防
災
教
育
を
通
し
て
、
古

里
へ
の
愛
情
も
育
ま
れ
て
い
る
。

防
災
を
日
常
に

本
年
度
か
ら
防
災
教
育
に
取
り
組
む
小
木
中
学
校
。
防
災
の
知

識
を
身
に
つ
け
た
生
徒
は
、
や
が
て
大
人
に
な
り
、
親
に
な
る
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
つ
に
な
り
防
災
を
日
常
生
活
の
一
部

と
し
て
根
付
か
せ
る
大
き
な
一
歩
が
防
災
教
育
だ
。

平成 23 年度    
小木中学校の 防災教育

4 月 20 日

27 日

5 月 24 日

31 日

6 月 7 日

14 日
21 日
24 日

27 日

7 月 1 日
5 日

12 日

8 日
13 日
20 日

8 月 18 日
19 日

9 月 30 日

10 月 6 日

10 月 16 日
11 月 12 日

1 月 15 日

■講演会「能登半島地震を経験し
て」星野正光さん（輪島市門前町）

■講演会「震災直後の現場で見た
もの」川本京介さん（能登消防署）

■ハザードマップ作り

■第 1 回避難訓練（中学生対象）
■避難経路確認

■避難経路危険箇所確認

■避難経路案内図作成
■壁新聞作成

■国語科「小学生に伝えよう」
■講演会「小木地区の災害」
　岩城康徳さん（小木）

■避難経路ＤＶＤ制作
リポーターが避難
経路を説明するＤ
ＶＤを制作

■国語科「津波についての発表会」
■地域聞き取り調査
■小・中・高・保護者合同避難訓練

■避難所生活体験活動
テントの設営や野外
炊飯の方法を学ぶ

■ＰＴＡ防災・避難所訓練

■津波について考える会
　「津波について考えてみんけぇ」
■家庭版ハザードマップ完成
　（小木地区全世帯に配布予定）

■小木地区津波避難訓練
■小木中学校文化祭

・防災劇発表
■子どもドリームフェスティバル
で発表（県立音楽堂）

10 月 6 日、小木公民館で開催された「津波について考えてみん
けぇ」は、地域住民ら約 140 人が詰めかけ、津波への関心の高
さを示していた。津波防災教育の取り組み発表後、配布された避
難経路図や避難 DVD は、多くの住民が持ち帰ってくれた。

■ハザードマップ作り
　地図を貼り合わせて
10 ｍ、20 ｍ、30 ｍ
の等高線や避難時間な
どを入れた。小木地区
の商店 30 店舗以上に
掲示されている。

■壁新聞作成
　3 月 12 日 か ら 6 月
11 日まで 3 カ月間の
新聞から「人の優しさ、
強さ」をテーマに被災
から復興に向けての新
聞記事を集めて壁新聞
にした。

■地域聞き取り調査
　 小 木 地 区 の 家 庭 約
150 軒を訪問し「津波
警報が出たとき困ると
思われること、心配な
ことはありませんか」
という聞き取り調査を
行った。

■ PTA 防 災・ 避 難 所
訓練
　災害時、避難所とな
る 体 育 館 で ① 避 難 ス
ペース区分け訓練②ダ
ン ボ ー ル 間 仕 切 り 設
営・居住体験③避難所
運営体験談を聞く④非
常食試食体験⑤ドーム
型 テ ン ト 設 営 ― な ど
を行う。PTA・生徒ら
73 人が参加。

■津波について考えて
みんけぇ
　これまでの取り組み
を紹介し、避難経路図
やＤＶＤを配布した。
後半は金沢大学の青木
賢人准教授による津波
講演。中学生の思いに
地域が応えてほしいと
訴えた。地域住民ら約
140 人が参加。

｝

｝

｝
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地域の一員として
地域を守りたい。

地域のために自分たちができることは何か―。
手探りから始まった小木中学校の防災教育。
この活動を通して、生徒たちは何を学んだのか。
中心となった生徒や先生、PTA に話を聞いた。

　4 月から津波の防災の勉強をしてき
て、今まで自分が想像していたよりも、
津波の被害はものすごいものだと分か
りました。そして、津波の怖さをすご
く感じました。もしも津波が起こった
ら、避難の仕方など今まで勉強したこ
とを少しでも発揮できればいいなと
思っています。

４月に赴任してきたとき、生徒はす
でに大震災被災者への義援金を集

めていました。この熱き心と行動力を
持った生徒、そして九十九湾を前に、何
としても防災教育を始めねばと決意しま
した。
　誰かがやってくれるのを待つのではな
く、自分たちにできることは何かを考え、
できることからまずやってみようと、ス
ピード感を持って取り組んできました。
　生徒も先生も、小木からは犠牲者を一

人も出したくないとの強い思いで取り組
んでいます。生徒の取り組みをきっかけ
に、地域の皆さんが防災について考え、
避難訓練など実際に動いておられる姿が
私たちの大きな励みとなっています。
　生徒には、自らの命を自らで守り、共
に助け合うという意識を持つことで、命
の大切さを学び、古里小木を愛してほし
い。そして何より、今を真剣に生きる姿
勢と将来を生き抜く力を身につけてもら
いたいと願っています。

最初は人ごとのように感じていた子
どもたちも、訓練や発表を重ねる

中で、津波が来たら人の命が失われるこ
と、自分たちの活動が命を守ることにつ
ながるということを肌で感じ、真剣に取
り組むようになりました。
　避難訓練などを通じて「体験しないと
できない」ことを痛感しました。一度も
中学校まで上がったことのない人は、実
際に避難できないかもしれない。一回で
も体験していればパニックになりませ

ん。PTA としても、親、そして地域を巻
き込むために、年中行事に防災訓練を組
み込むなど、防災の取り組みを続けてい
く仕組みづくりを考えています。そして、
今後も小木中学校の取り組みを発信し続
けることで、ほかの地域や学校の参考に
なればと思っています。
　防災教育に関しては、釜石の子どもた
ちが答えを出しました。やるとやらない
では結果が大きく違う。子どもたちの命
を守るために、やるしかないと思います。

「小木に津波が来たらどうなるのか」
「地域の人を守りたい」。生徒たち

のつぶやきが、防災教育の方向性を示し
てくれました。
　津波避難のためにハザードマップを作
る。実際にどの道を通るのか、安全を確
認して避難経路図を作る。もっと分かり
やすく伝えるために DVD を作る―。生
徒たちは、「地域の人たちを守るために
当たり前のことをしている」という意識
で取り組んでいました。

　9 月の県民津波フォーラムで片田先生
の話を伺い、自分たちのやっていること
は間違いではないと確信しました。
　避難訓練に参加する地域の人たちの表
情を見ると、防災意識が高まっているこ
とを感じ、手応えも感じています。
　高まった防災の意識を継続していくた
めには、防災を「地域の文化」「学校の
伝統」にしなければなりません。その一
つとして、新たな小木中の伝統にしよう
と「防災劇」にも取り組んでいます。

　この防災教育を通して、津波の恐ろ
しさが分かりました。劇をやって、い
ろいろな事も学びました。
　お年寄りや小学生が、急な坂をのぼ
るのは大変なので、助け合っていかな
いとダメです。僕たちの劇や発表が、
ほかの中学校や地域の人たちに伝わっ
てほしいと思います。

　小木にもし津波が来たらどうなるの
か考えるようになりました。ハザード
マップを作り、地域の人たちと避難訓
練をしたことはとても良い経験になっ
たと思います。だから、中学生の取り
組みを小木の多くの人たちに知っても
らい、津波が来ても一人も犠牲者を出
さない町にしたいと思いました。

　津波が本当に来たら、お年寄りや体
の不自由な方、幼い子どもたちを優先
して避難させようと思いました。
　大変な苦労をしている被災地の方を
思い、何もできない自分に腹が立ちま
したが、この取り組みで少しは役に立
てたと思っています。これからも今で
きることに取り組んでいきたいです。

　東日本大震災が起こるまで、あまり
こういったことを考えたことがありま
せんでした。大きな災害が日本で起
こって、いろいろなことを考えて取り
組んできました。学校のみんなも地域
の皆さんもちょっと考えが変わったと
思います。後輩には、この取り組みを
これからも続けてほしいと思います。

　何度も避難訓練に参加して、本当に
大地震や大津波が起きて避難すること
になったら、もっと人が多くなるし混
乱すると思いました。避難訓練をする
ことで、参加してくれる地域の人たち
の意識も高まったと思うので、本当に
良かったです。でも、役に立つような
ことは起こってほしくないです。

　東日本大震災のような、多くの犠牲
者をこの小木から出してはいけないと
思いながら、この活動をしてきました。
地域への発表ではたくさんの人たちが
来てくれて、僕たちの活動を知っても
らえてうれしかったし、何より小木の
防災意識が強く根付いていることを感
じました。

勉強してきたことを生かしたい。

防災教育を通して命の大切さを学ばせ、今を真剣に生
きる姿勢と将来を生き抜く力を身につけさせたい。

やるとやらないでは結果が違う。子どもたちの命を守
るために、防災教育・防災訓練をやるしかない。

高まった防災意識を継続していくため、防災を「地域
の文化」、「学校の伝統」にしていきたい。

地域の人たちに伝わってほしい。

小木の多くの人に知ってほしい。

今できることに取り組みたい。

この取り組みを続けてほしい。

避難訓練をやって良かった。

犠牲者を小木から出したくない。

浦下宗輝さん
（3 年）

❶庄崎
❷地域の人たち
の前で発表した
こと（思ってい
た以上に参加し
てくれた）

岡田大地さん
（3 年）

❶明野
❷避難所体験

（避難所生活が大
変だということ
が分かった）

松谷智代さん
（3 年）

❶新町
❷避難訓練

（ 地 域 の 人 も 参
加してくれて良
かったと思う）

角口琳久さん
（3 年）

❶明野
❷避難訓練

（役に立つから）

坂口博紀さん
（3 年）

❶庄崎
❷ DVD 作成

（暑い中リポート
を作ったから）

薮下　彩さん
（3 年）

❶高瀬
❷津波について
考えてみんけぇ

（予想以上に人が
集まっていて緊
張した）

高野寛大さん
（3 年）

❶高瀬
❷避難所体験

（ダンボールで部
屋を作るのが大
変だった）

小木中学校

小川　正 校長

小木中学校 PTA 会長

坂下卓志 さん

小木中学校 3 年生担任

廣澤孝俊 先生

❶町内名❷印象に残っている活動（その理由）



自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
る

た
め
に
結
成
す
る
「
自
主
防
災
組
織
（
自

主
防
）」
は
、
地
域
の
防
災
力
向
上
や
災

害
時
の
対
応
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

能
登
町
は
今
後
、
自
主
防
の
設
立
を
推

進
し
て
い
く
。
そ
の
参
考
と
す
る
た
め
、

今
年
立
ち
上
が
っ
た
珠
洲
市
三
崎
町
の

自
主
防
を
取
材
。
設
立
の
経
緯
や
活
動

な
ど
を
聞
い
た
。

　「東日本大震災」は、日本全国の防災
体制に教訓を残した大災害です。その一
つが、自主防災組織の大切さを再認識さ
せられたことです。
　自主防災組織とは、地域住民が自主的
に組織し、地域防災活動を実施する組織
を言います。今回の「東日本大震災」で
は、なかなか公的支援が最前線へ届かな
い中、自主防災組織が活躍したという話
を聞いています。
　能登町は地域のつながりが強い地域で
あり、何かあったときにはみんなが集ま
り協力し合うという習慣があります。能
登半島地震の際も、輪島市であれだけ家

屋が倒壊しながら、地域のつながりが被
害を最小限にしました。
　しかし、大きな災害ではみんなが被災
者になります。地域での組織化、訓練、
学習などの活動が、災害時の混乱を防ぎ、
被害を最小限に食い止めるのです。
　町は、自主防災組織の組織化向上に向
けて「自主防災組織育成補助事業」を立
ち上げました。この事業は自主防災組織
の組織化、必要資機材などの整備などに
対して補助し、活動に対して行政が指導
していくという事業です。自主防災組織
の大切さを理解していただき、地域から
の積極的な取り組みに期待します。

地
域
を
守
る
の
は
、地
域

被
害
を
減
ら
す
「
減
災
」
の
鍵
は
、
自
主
防
災
組
織

俺
ら
を
助
け
て
く
れ

　
「
区
長
の
理
解
と
地
区
住
民
の
協

力
が
な
け
れ
ば
自
主
防
は
絶
対
に
で

き
な
い
」
と
話
す
奥
濱
さ
ん
。
昨
年

防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、
三
崎
町

で
二
人
目
の
防
災
士
と
な
っ
た
。

　
「
何
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
も
、

二
人
で
は
三
崎
全
体
を
ま
か
な
え
な

い
。悩
ん
で
区
長
に
相
談
し
た
ら『
ま

ず
は
自
分
の
集
落
か
ら
や
れ
ば
ど
う

や
。
責
任
は
俺
が
取
る
か
ら
や
っ
て

み
ろ
』
と
言
っ
て
く
れ
た
」
と
自
主

防
設
立
の
き
っ
か
け
を
語
る
。

　

3
月
6
日
に
寺
家
下
出
区
の
常
会

で
説
明
し
承
諾
を
受
け
た
。

　
「
年
配
の
人
に
は
『
そ
こ
ま
で
や

ら
な
く
て
も
』
と
言
う
人
も
い
た
。

で
も
3
月
11
日
の
あ
と
は
、『
お
ま

え
の
言
う
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。
年

取
っ
て
協
力
で
き
ん
け
ど
、
指
示
に

従
う
か
ら
俺
ら
を
助
け
て
く
れ
』
と

言
わ
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

6
月
、区
長
を
本
部
長
と
す
る『
下

出
自
主
防
災
組
織
』を
立
ち
上
げ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
地
区
住
民
１
０
５
人
の

う
ち
30
人
。
38
世
帯
を
4
班
に
分
け

て
、
役
割
分
担
を
決
め
た
。

訓
練
で
見
え
て
く
る
課
題

　

7
月
17
日
に
は
、
珠
洲
市
の
津
波

警
報
訓
練
に
合
わ
せ
て
初
め
て
の
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
「
荒
れ
て
歩
き
に
く
い
避
難
路
、

避
難
場
所
の
選
定
、
歩
行
困
難
者
を

ど
う
す
る
か
な
ど
、
実
際
に
や
っ
て

み
て
、課
題
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。

　

こ
の
地
域
の
合
言
葉
は
『
何
か

あ
っ
た
ら
集
会
所
』。
市
が
指
定
す

る
神
社
で
は
な
く
、
電
気
と
ガ
ス
が

確
保
で
き
る
集
会
所
に
避
難
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
断
水
し
た
場
合
の
水

は
、
全
世
帯
を
調
べ
て
使
え
る
井
戸

を
二
つ
確
保
し
た
。
市
に
非
常
食
を

備
蓄
し
た
い
と
お
願
い
も
し
て
い

る
。
集
会
所
ま
で
来
れ
ば
、
数
日
は

生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
」

き
っ
か
け
を
防
災
士
が
作
る

　
「
自
主
防
の
メ
ン
バ
ー
で
何
度
も

話
し
合
い
な
が
ら
、
災
害
時
の
約
束

事
を
い
ろ
い
ろ
決
め
て
い
る
。
大
切

な
こ
と
は
『
こ
れ
で
い
い
の
か
？
』

と
疑
問
に
思
う
こ
と
。
行
政
に
頼
り

切
っ
て
い
た
ら
ア
イ
デ
ア
は
出
な

い
。
自
分
た
ち
で
や
る
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
て
次
の
課
題

が
見
え
て
く
る
」
と
自
主
防
の
必
要

性
を
語
る
。
し
か
し
、
集
落
単
位
の

自
主
防
は
市
全
体
で
も
ま
だ
寺
家
下

出
区
の
み
だ
と
い
う
。

　
「
誰
か
が
や
ら
な
い
と
自
主
防
は

で
き
な
い
し
、命
を
助
け
ら
れ
な
い
。

や
る
の
は
防
災
士
し
か
い
な
い
」
と

訴
え
る
奥
濱
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
を
守
る
た
め
に
走
り
続
け
る
。

【Interview】地域の防災リーダーとなる防災士

　昨年 7 月、消防団副団長の薦めで防災士講習を受
講し、今年は骨折ややけどなどの処置ができる上級救
命講習を受けました。息子も防災士となり、重年区の
防災士は二人です。できるだけ早い時期に区長と相談
し、自主防災組織を立ち上げたいと考えています。
　自主防が組織されれば、地区住民に初期消火班や救
護班など役割が分担されます。役割を持つことで、防
災への意識も変わるでしょう。地域全体の防災意識の
面からも、自主防は必要だと言えます。
　私は消防団員ですので、万が一のときには消防業務
に従事します。防災士がいなくても自主防がしっかり
と機能するよう訓練を重ね、災害時のルールを決めて
いきたいと思っています。

　東日本大震災の現状を視察して、「何か行動を起こ
さなければ」と考えていたときに防災士を養成してい
ることを知り、町や県に問い合わせて 7 月に二日間
の講習会に参加しました。講習会は幅広い知識が要求
され、内容の濃い教育課程でした。
　自然災害を防ぐことは不可能だと思います。発生し
たときに被害を減らせるか、「減災」に重きを置き、
地域住民の「自助・互助・協働」を補助し、共同で地
域ぐるみの防災をリードするのが防災士の役割だと思
います。学んだ知識を、地域や町のために役立てたい
と思っています。まずは公民館下の地域の方々に説明
をして、自主防災組織の設立を目指し、町行政でも防
災士の養成に尽力したいと考えています。

早急に自主防災組織を立ち上げ、
地域の防災意識を高めたい。

防災士の知識を、地域や町のため
に役立てたい。

重年区・防災士

中山幸
ゆ き な が

永さん（48）

新保区・防災士

市濱　等さん（63）

1819

大規模災害での被害を最小限に食い止めるためには、日ごろから地域で防災活動を
展開する「自主防災組織」が不可欠。町は組織化や資機材の購入を支援していく。

能登町総務課

下野信行課長

珠洲市三崎町
下出自主防災組織・防災士

奥
お く は ま

濱勇
ゆ う し ん

信さん（61）



原
点
は
地
域
の
絆

先
進
地
に
学
ぶ
、
災
害
時
に
機
能
す
る
自
主
防
災
組
織

大
地
震
を
想
定
し
た
訓
練

　

岩
手
県
一
関
市
藤
沢
町
。
こ
こ

に
、
東
北
を
代
表
す
る
自
主
防
災
組

織
が
あ
る
。
藤
沢
町
第
24
区
自
治
会

（
１
３
０
世
帯
）
だ
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
で
同
地
域
は
余
震
を

含
め
震
度
６
弱
を
３
度
も
観
測
し

た
。
だ
が
、
巨
大
地
震
に
備
え
８
年

も
前
か
ら
訓
練
を
繰
り
返
し
て
き
た

自
主
防
災
活
動
に
よ
っ
て
犠
牲
者
を

出
さ
ず
に
す
ん
だ
。

　

同
自
治
会
は
05
年
４
月
に
自
主
防

災
組
織
を
設
置
。
以
来
、
宮
城
県
沖

を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
災
害
を
想

定
し
た
各
種
訓
練
を
何
度
も
何
度
も

行
っ
て
き
た
。

　
「
リ
ア
ル
で
本
気
」
な
訓
練
は
、
最

後
ま
で
シ
ナ
リ
オ
を
明
か
さ
な
い
。

集
ま
っ
た
人
を
見
て
、「
あ
な
た
は

救
助
係
」「
あ
な
た
は
炊
き
出
し
係
」

と
役
割
を
決
め
て
い
く
。
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
佐
藤
幸
生
さ
ん
は「
避
難
す

る
訓
練
で
は
な
く
生
き
延
び
る
訓

練
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
本

気
だ
」
と
き
っ
ぱ
り
。
こ
こ
で
は
、

誰
が
何
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
も

対
応
で
き
る
こ
と
が
大
前
提
。
全
員

が
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇

生
）を
実
践
で
き
る
。

バ
イ
ク
隊
や
レ
ス

キ
ュ
ー
隊
も
あ
る
か

ら
驚
き
だ
。

想
定
外
に
も
冷
静
に
対
応

　

３
月
11
日
の
大
震
災
で
は
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
、
電
話
な
ど
全
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。

　

地
震
発
生
後
、
自
主
防
は
地
域
の

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
を
全
て

回
っ
て
安
否
を
確
認
。
家
屋
が
損
壊

し
た
り
、
不
安
に
お
び
え
た
り
し
て

い
る
人
た
ち
を
避
難
所
へ
誘
導
し

た
。
だ
が
、
指
定
避
難
所
の
自
治
会

館
は
強
い
揺
れ
で
損
壊
し
て
お
り
、

想
定
外
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。

　
「
外
は
雪
が
降
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
隣
の
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

借
り
、
暖
房
器
具
や
毛
布
を
持
ち

寄
っ
て
一
晩
過
ご
し
た
」

　

翌
日
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を
開

設
。
電
気
が
復
旧
す
る
ま
で
の
３
日

間
、
発
電
機
と
投
光
器
で
明
か
り
を

と
り
、
米
や
野
菜
を
持
ち
寄
っ
た
。

　

沿
岸
部
へ
の
支
援
活
動
も
震
災
翌

日
か
ら
。
隣
接
す
る
宮
城
県
気
仙
沼

市
に
救
援
物
資
を
届
け
た
り
、
炊
き

出
し
を
し
た
り
し
た
。「
自
分
た
ち

も
被
災
し
て
い
る
が
、
三
陸
沿
岸
は

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
何
も
か
も

不
足
し
て
い
た
。
隣
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に
行
く
こ
と

だ
っ
た
」と
佐
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

世
代
を
超
え
結
ば
れ
る
絆

　

同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大
規
模

災
害
で
は
、
消
防
や
行
政
の
支
援
の

手
が
届
く
ま
で
に
数
日
は
か
か
る
。

そ
れ
ま
で
は
自
力
で
生
き
延
び
る
し

か
な
い
。
藤
沢
町
は
同
自
治
会
だ
け

で
な
く
、
町
内
に
41
あ
る
自
主
防
災

組
織
が
住
民
の
安
否
確
認
や
避
難
誘

導
を
行
っ
た
と
い
う
。

　
「
自
主
防
は
組
織
す
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
、
災

害
時
に
、
そ
れ
が
確
実
に
機
能
す
る

か
ど
う
か
だ
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
。

そ
の
前
提
と
し
て
、「
日
頃
か
ら
隣

近
所
や
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
大
事
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

同
自
治
会
は
、
隣
接
す
る
３
つ

の
自
治
会
と
共
に
復
興
水
田「
が
ん

ば
っ
田
」
を
開
設
。
藤
沢
に
移
り
住

ん
だ
沿
岸
の
人
た
ち
と
田
植
え
か
ら

稲
刈
り
ま
で
を
行
っ
た
。
10
月
10
日

に
収
穫
さ
れ
た
あ
き
た
こ
ま
ち
は
約

１
ト
ン
。「
復
興
支
援
米
」
と
し
て
藤

沢
に
移
り
住
ん
だ
被
災
者
に
配
ら
れ

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
一
緒
に
夏
祭

り
を
し
た
り
、
ホ
タ
ル
を
観
賞
し
た

り
、
地
域
の
仲
間
と
し
て
絆
を
深
め

て
い
る
。

　
「
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
自

分
の
こ
と
は
後
回
し
」
が
藤
沢
の
地

域
性
。
世
代
を
超
え
て
結
ば
れ
た
地

域
の「
和
」
は
互
い
の
心
に
響
き
あ

う
支
援
の「
輪
」
を
生
み
出
し
、
自
治

体
の
枠
を
超
え
た
復
興
の「
環
」
と

な
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。

DATA【岩手県一関市藤沢町】
一関市と旧藤沢町は９月 26 日に合
併。面積 1,256.25 ㎢、人口 12 万 8571
人（10 月 1 日現在）の新一関市が誕生
した。市の南東部に位置する藤沢町の
自主防災組織結成率は 95.3%。3.11 以
降は自治会や各種団体などが沿岸被
災地に出向いて継続的で連続的な支
援活動を行っている。町は約 200 人の
被災者を受け入れている。

８
年
も
前
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
に
備
え
て
き
た
町
が
あ
る
。

震
度
６
弱
の
激
し
い
揺
れ
に
も
犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
岩
手
県
一
関
市
藤
沢
町
だ
。

機
動
力
抜
群
の
自
主
防
災
組
織
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
の
支
援
活
動
ま
で
行
っ
て
い
る
。

藤
沢
町
第
24
区
自
治
会
を
取
材
し
た
。

1_チェーンソーやジャッキを使って倒壊建物から住民を救助する
レスキュー隊／ 2_リヤカーを再 利用した「人 力救 急車」。自動車
が通れない場 所で負傷 者、病 人や寝たきりの人などを搬 送する
／ 3_ 地区内の被害状 況や安 否を確 認するバイク隊／ 4_ 炊き出
しに必 要な物資、食 材や調 味 料はみんなが 持ち寄った。手分け
して 80 人分の食事を準備／ 5_ 復 興水田「がんばっ田」の田植え
／ 6_ 被 災者と一 緒にホタルを鑑賞。神秘的な光が心をいやした

1

訓練は「命を守るため」にある。にもかかわらず、多くの防
災訓練は、あらかじめ想定が周知され、役割や行動が決め
られている。分刻みで設定されたシナリオ通りに進められ
ている。東日本大震災では「想定外」という言葉が何度も
使われたが、もともと災害にシナリオなどない。リーダー
が不在でも機能する自主防災組織、どんな状況であっても
対応できる自主防災活動が不可欠だ。そのためには、普段
から「何ができて、何ができないのか」を知っていなけれ
ばならない。無駄のない訓練ほど無駄である。無駄なこと
を繰り返すことで、本当に必要なことが見えてくるからだ。

第
24
区
自
治
会
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

佐
藤
幸
生
さ
ん

無
駄
の
な
い
訓
練
ほ
ど

無
駄
な
も
の
は
な
い
。

5 4 3

6

2

●
取
材
協
力　

一
関
市
市
政
情
報
課

藤沢町

岩手県

一関市
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具
体
的
な
備
え
は
。

―
能
登
町
48
㌔
の
海
岸
線
全
て
に
高

い
防
波
堤
を
作
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
避
難
場
所
や

避
難
路
、
避
難
看
板
な
ど
の
見
直
し

と
整
備
を
行
い
、
国
や
県
の
新
た
な

指
針
に
合
わ
せ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
す
。
備
蓄
品
の
保
管
場

所
や
種
類
の
見
直
し
も
進
め
て
い
ま

す
。
避
難
所
に
避
難
し
た
住
民
が
、

72
時
間
（
３
日
間
）
生
き
延
び
ら
れ

る
体
制
を
早
急
に
構
築
し
ま
す
。

　

町
が
避
難
路
を
整
備
し
て
も
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
通
行
で
き
な
い
状

態
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地

域
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
は
自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
は
高
い
防
災
意
識
と
知
識

を
持
っ
た
消
防
団
員
も
い
ま
す
。
災

害
発
生
時
の
役
割
は
違
い
ま
す
が
、

防
災
士
が
増
え
る
ま
で
は
自
主
防
の

立
ち
上
げ
な
ど
で
地
域
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
総
合
訓
練
を
振
り
返
っ
て
。

―
各
地
区
の
避
難
訓
練
に
は
多
く
の

住
民
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
避

難
路
と
避
難
時
間
を
確
認
す
る
だ
け

で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
役
に
立
ち

ま
す
。
今
後
は
大
規
模
訓
練
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
単
位
で
住
民
が
参
加

し
や
す
い
形
も
検
討
し
ま
す
。

　

防
災
体
制
を
強
化
し
て
い
く
た
め

に
は
、
訓
練
を
し
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
そ
の
内
容
を
十
分
検
証
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

災
害
に
備
え
る
自
治
体
の
使
命
は
。

―
私
は
常
々
「
教
育
」「
福
祉
」「
防

災
」
が
自
治
体
の
使
命
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
防
災
に
力
を

入
れ
、
大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
は
数
百
年
後
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
取
り
組
み
は
決
し
て
無

駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
と
し

て
必
要
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
防

災
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
小
木
中
学
校
で
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
る
防
災
教
育
は
、「
教

育
」
と
「
防
災
」
を
結
び
つ
け
て
子

ど
も
の
命
を
守
り
、
家
庭
や
地
域
の

防
災
意
識
を
高
め
る
一
つ
の
モ
デ
ル

と
な
り
ま
す
。
ほ
か
の
学
校
で
も
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
教
育

委
員
会
や
防
災
担
当
課
と
共
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

被
災
地
を
視
察
し
た
感
想
は
。

―
8
月
16
日
か
ら
3
日
間
、
宮
城
県

女
川
町
な
ど
を
視
察
し
て
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
、
映
像
で
見
る
だ
け

で
は
伝
わ
ら
な
い
津
波
の
威
力
の
す

さ
ま
じ
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
防
災
は
、
主
に
地
震

や
台
風
な
ど
を
想
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
津
波
も
想
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
震
で
あ
れ
ば
家

や
道
路
が
局
地
的
に
壊
れ
る
だ
け
で

す
が
、
津
波
は
全
て
を
流
し
て
し
ま

い
ま
す
。
海
岸
線
の
道
路
が
使
え
な

く
な
る
場
合
に
備
え
、
内
陸
か
ら
物

資
を
運
ぶ
道
路
網
を
整
備
す
る
な

ど
、
津
波
被
害
を
想
定
し
た
町
づ
く

り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
・
11
を
忘
れ
る
な
―
。

　
「
能
登
町
防
災
総
合
訓
練
」
は
10

月
16
日
、
宇
出
津
新
港
を
主
会
場
に

能
登
町
一
円
で
開
催
さ
れ
た
。

　

能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
震
度

６
強
の
地
震
が
発
生
。
沿
岸
部
に
は

30
分
後
に
５
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
到

来
す
る
と
想
定
さ
れ
た
。

　

宇
出
津
新
港
で
は
、
町
内
30
の
関

係
機
関
や
地
域
住
民
ら
約
５
０
０
人

が
参
加
。
炊
き
出
し
訓
練
や
火
災
防

御
訓
練
、
救
出
訓
練
な
ど
、
災
害
時

の
備
え
や
対
応
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
踏
ま
え
て
、
沿
岸
部
を
中
心
に

津
波
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
午

前
7
時
30
分
に
大
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
と
仮
定
し
、
地
域
住
民
が
避

難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
高
台
の
避

難
所
へ
避
難
。
集
計
を
取
っ
た
8
カ

所
で
は
５
４
５
人
が
集
ま
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
カ
月
が
経

過
し
た
。私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
訓
練
で
得
た
高
い
防
災
意
識
を

継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
。

命
を
守
る
使
命

【左】能登高校生、婦人会、
役場職員、地域住民らによ
る初期消火訓練。すばやく
バケツをリレーするには知
識と訓練が必要。消防職員
や女性防火クラブ員らが指
導した。

【右】ポンプ車による放水体験
訓練。能登高校生や地域住民ら
が、消防職員の指導を受けなが
ら普段体験できない放水を体験
した。

【右】土のう作成・土
の う 積 み 訓 練 で は、
消防団員・役場職員・
地域住民らが協力し
て 土 の う を 作 成。 浸
水を想定して積み上
げられた。

【左】中層ビルでの建物火災
消火訓練。消防署員が迅速に
ビルに駆け上がり消火活動を
行った。ビルの周りでは、延
焼を防ぐために消防団員が放
水作業を実施した。

【写真】AED 取扱訓練で、消防職員の
指導を受けながら心肺蘇生法を体験す
る能登高校生。

大規模災害に備える

自治体の使命
災害発生時、自治体の責任者として災害対策本部長を務め
る持木一茂町長。大規模災害に備える自治体の使命は何か。
町の防災体制の再構築はどうなるのかを聞いた。

災
害
に
強
い
町
へ
―
。
住
民
参
加
の
町
防
災
総
合
訓
練

能登町長

持木一茂
2223
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心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。

防
災
も
心
か
ら
。

ま
ず
は
心
の
防
波
堤
を
高
く
し
よ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に
―
。

【写真】10 月 16 日、小木地区避難訓練で小木中学校に避難する地域住民

　
「
津
波
襲
来
時
、
逃
げ
遅
れ
た
高

齢
者
を
助
け
に
行
っ
た
多
く
の
消
防

団
員
が
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
」

　

東
日
本
大
震
災
が
突
き
つ
け
る
一

つ
の
事
実
。

　

自
分
が
避
難
し
な
い
こ
と
で
、
ほ

か
の
人
の
命
ま
で
奪
う
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
す
ぐ
に
避
難
す
れ

ば
、
多
く
の
命
が
助
か
る
か
も
し
れ

な
い
―
。

　

津
波
避
難
は
、
自
分
一
人
の
問
題

で
は
な
い
の
だ
。

　
「
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
」
を
、
家
庭

や
地
域
の
合
言
葉
に
し
よ
う
。
逃
げ

て
も
津
波
は
来
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
時
は
「
津
波
が
来
な
く
て

良
か
っ
た
」「
良
い
避
難
訓
練
に
な
っ

た
ね
」
と
笑
え
ば
い
い
。

　
『
居
安
思
危
（
こ
あ
ん
し
き
）』
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。

　
「
安
き
に
あ
り
て
危あ
や

う
き
を
思
う
」

　

何
も
な
い
平
穏
な
時
こ
そ
、
危
難

を
思
い
備
え
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意

味
。
防
災
の
心
は
『
居
安
思
危
』
と

言
わ
れ
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
「
心
」
を
変
え
る

こ
と
だ
。

心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。

行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
。

習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
。

人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
。

　

防
災
も
心
か
ら
は
じ
ま
る
。

　

ま
ず
は
自
分
を
守
れ
る
か
。
そ
し

て
家
族
を
守
れ
る
か
を
考
え
る
。

　

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を
し
て
い

る
と
き
に
地
震
が
来
た
ら
、
親
が
迎

え
に
来
る
ま
で
家
で
待
つ
の
か
、
子

ど
も
だ
け
で
避
難
す
る
の
か
。
家
庭

で
話
し
合
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

ら
、
子
ど
も
は
家
で
親
を
待
つ
か
も

し
れ
な
い
。
高
齢
者
だ
け
の
場
合
も

同
じ
だ
。

　
「
子
ど
も
は
必
ず
避
難
所
に
逃
げ

て
い
る
」
と
確
信
で
き
る
ま
で
家
族

で
話
し
合
お
う
。「
親
も
必
ず
避
難

し
て
、
絶
対
に
迎
え
に
来
る
」
と
安

心
さ
せ
よ
う
。

　
『
津
波
て
ん
で
ん
こ
』
は
、
家
族

の
絆
が
あ
っ
て
こ
そ
の
言
葉
で
あ

り
、
東
北
地
方
が
教
え
て
く
れ
た
生

き
抜
く
た
め
の
知
恵
だ
。

　

今
日
か
ら
、
心
の
防
波
堤
を
高
く

し
よ
う
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守

る
た
め
に
―
。

取材協力：岩手県一関市（畠山浩）、岩手県田野畑村（佐々木和也）、岩手県宮古市（中村尚道）、石川県珠洲市（河崎完）
参考文献：図解北陸の地震・津波・原発（2011 年）/ 北國新聞社、徹底検証地震と防災  石川は安全か（1995 年）/ 北國新聞社
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第 25 回猿鬼歩こう走ろう健康大会

港町宇出津灯り
フェスティバル

～灯りコンテストフォトリポート～

　「港町宇出津灯りフェスティバル」は、今年も宇出津の町
に約２万 5 千個の灯りをともしました。灯りコンテストに
は 12 団体が参加。灯りを使ったアートを競いました。

　「猿鬼歩こう走ろう健康大会」は
9 月 25 日、柳田運動公園で開催さ
れました。25 回目を数えるこの大
会には、選手・ボランティアを含め
て約 1400 人が参加。幼児からお年
寄りまで、秋の柳田路を満喫しなが
ら自分のペースで大会を楽しんでい
ました。昨年に引き続いて今大会の
ゲストランナーとなった国際弁護
士の丸山和也さんは、「世界農業遺
産に登録されるほどの能登のコース
は最高です」と参加者に呼び掛け、
10 ㌔のコースを完走しました。

　大会前日の 9 月 24 日、能都庁舎
大集会場で、本大会のゲストラン
ナー、丸山和也さんの記念講演が行
われました。参議院議員でもある丸
山さんは、政界の裏話や弁護士活動
のエピソードなどをユーモアたっぷ
りに話し、集まった約 150 人を楽
しませました。

秋の柳田路を
約1,100人が
歩き、走る。

永田町の猿鬼が政
界を切る。【大会結果】

①ハーフ高校～ 49 歳男子①南藤宏和（奈良県） 1:16:12 ②中田武宏③永井悟志
②ハーフ 50 歳以上男子①赤松　淳（福井県） 1:27:40 ②新出光男③北　渡
③ハーフ高校生以上女子①西野直美（富山県） 1:33:19 ②木村真由美③坂田和恵
④ 10 ㎞高校生～ 49 歳男子①本郷孝知（東京都） 0:37:15 ②加藤　保③本殿広和
⑤ 10 ㎞ 50 歳以上男子①岡田雅宏（珠洲市） 0:37:30 ②山口弥八③寺谷内　亮
　※ゲストランナー丸山和也 1:07:12
⑥ 10 ㎞高校生～ 49 歳女子①道下　恵（七尾市） 0:45:13 ②坂本愛実③虎谷友江
⑦ 10 ㎞ 50 歳以上女子①山下富志子（石川郡） 0:48:40 ②酒谷洋子③山添正枝
⑧ 5 ㎞高校生～ 49 歳男子①垣内和彦（珠洲市） 0:16:57 ②中村圭宏③蒲池淳二
⑨ 5 ㎞ 50 歳以上男子①田畑正村（七尾市） 0:19:40 ②中村　守③坂谷直樹
⑩ 5 ㎞高校生～ 49 歳女子①信田有里彩（鳳珠郡） 0:24:50 ②中野文絵③久米順子
⑪ 5 ㎞ 50 歳以上女子①駒井キミ子（羽咋市） 0:26:18 ②山本栄子③天方陽子
⑫ 3 ㎞高校生以上男子①山本勝久（石川郡） 0:10:18 ②米谷　誠③山本敏幸
⑬ 3 ㎞高校生以上女子①矢野初美（珠洲市） 0:15:10 ②佐々木和子③中橋和美
⑭ 3 ㎞中学生男子①道下新太（七尾市） 0:10:26 ②髙田知斉③石田元基
⑮ 3 ㎞中学生女子①佐竹莉奈（七尾市） 0:10:41 ②佐藤彩羅③山本　楓
⑯ 3 ㎞小学生男子①中　瑠樹也（河北郡） 0:11:13 ②山本　嵐③森　諒人
⑰ 3 ㎞小学生女子①湊　杏菜（七尾市） 0:12:01 ②吉田優海③佐古田宇音

音羽町町内会
【最優秀賞】

さくら会（常椿寺）
【優秀賞】

宇出津小学校 PTA
【特別賞】

能都ロータリークラブ（因念寺）
興能信用金庫（まんさきドリーム広場） 酒垂神社氏子青年会

中組町内会 役場青年部（いやさか広場） 鳳遊海（いやさか広場）

小棚木町内会 商工会青年部
（大乗寺）

大橋組町内会（こどもみらいセンター）
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　能登警察署の体験型交通安全教室が 9 月 26 日、能登自動車
学校で開催され、地元住民や関係者など約 60 人が反射材の効
果や車のライトが引き起こす各種の現象などを確認しました。
　服装の違いや反射材をつける場所を変えて、何メートル先で
ドライバーが認知するかを実験。白い服装であっても決して安
全でないことや足元につける反射材が効果的であることなどを
確認しました。能登町は県内自治体で唯一「反射材着用の町」
を宣言。能登署の調べでも着用率は 20％近くあり、寺西署長
は「今後も着用を呼びかけていきたい」と話していました。

反射材がいかに安全かを体験
体験型交通安全教室 釣り上げたアオリイカ 5 杯の総重量を競いました

ジャパンカラマリクラシックin能登

　9 月 24 日、鵜川漁港で東日本震災復興イベント「第 1 回ジャ
パンカラマリクラシック in 能登」が開催されました。
　西は兵庫、大阪、京都、三重、愛知、福井、岐阜そして東は
東京、横浜、長野、富山、新潟、秋田と、全国から 120 人が
参加しました。参加者からは「能登は本当に素晴らしい所だっ
た。ぜひ来年も遊びに来たい」と満足の声が聞かれました。
　今大会で集まった義援金は、総額 55 万 1494 円。主催者ら
は「有意義な大会となった。地域復興のためにも、また来年も
開催したい」と感想を述べていました。

能登町の海から被災地を応援

反射材の効果を確認する参加者

親子でサツマイモを収穫する団員ら

収穫したサツマイモは相馬市へ
スポーツ少年団能都支部が芋掘り

　町スポーツ少年団能都支部の収穫体験が 10 月 16 日、瑞穂
の農場で行われ、団員と保護者ら約 200 人が芋掘りに汗を流
しました。
　農業の知識と収穫の喜びを感じてもらうための恒例行事。サ
ツマイモは、能都農業青年会議やＪＡ瑞穂地区婦人部に協力し
てもらって 6 月に植えたもので、今年は収穫したイモの一部を
福島県相馬市のスポーツ少年団に応援メッセージを添えて送る
ということです。相馬市は、能登町が来年 1 月に姉妹都市提携
を結ぶ千葉県流山市の姉妹都市です。

　金沢星稜大学・吉川顕麿教授のゼミ生 23 人が 10 月 1 日、
小木の日和山公園で地元住民と下草刈りなどの景観保全活動を
行いました。
　吉川ゼミは平成 21 年から継続して小木地区を訪れていて、
昨年 9 月に開催した「小木研究会」では、九十九湾を一望でき
る日和山公園の景観保全などを学生が提案しています。
　学生たちは、小木地区壮青年連合会や小木地区開発協議会の
メンバーらと一緒に公園の景観を損ねている落ち葉や枯れ枝な
どを拾ったり、下草刈りなどをしました。

熊手で芝生の落ち葉を集める学生ら

日和山公園で景観保全活動に汗
金沢星稜大学が小木で地域貢献

縄張りされた道を歩くワンさん夫妻（中央）

里山の作法で昔ながらの結婚式

　里山の恵みを生かした農家民宿群「春蘭の里」で 10 月 15 日、
外国人夫婦の結婚式が挙行されました。里山の伝統的な作法で
結ばれたのは、ともに台湾出身のワン・ミンハウさん（29）と
セン・ケイブンさん（27）。仏前で挙式し、来日した親族や友
人らの前で幸せな家庭を築くことを誓いました。
　花嫁行列では、「困難を乗り越えてほしい」という願いを込
めて、地元住民らが「縄張り」を行いました。センさんは「着
物を着ることができて、楽しい」と笑顔。春蘭の里事務局で働
くワンさんは「これからも日本で頑張りたい」と話しました。

台湾から来た「能登の花嫁」

▲ マツタケの競り市で、真剣
に品定めをする来場者

▲きのこ村初代村長に就任
したカールおじさん

　第 2 回能登きのこ祭りは 10 月 16 日、柳田植物公園で開催されまし
た。会場には、マツタケやコノミタケなど能登の里山で採取されたキ
ノコ約 170 点がずらりと並びました。マツタケは審査員による品評会
が行われ、中塚耕励さん（柳田）が昨年に引き続いて県知事賞を獲得
しました。キノコ御飯や能登牛、地ビールなどが味わえる屋台村では、
能登町の旬の味覚を求めて長蛇の列ができていました。「全国凧あげ能
登大会」も同時開催。全国から約 30 団体の愛好家が参加しました。

能登きのこ祭り 2011

能登きのこを求めて長蛇の列

　能登町中学生海外研修報告会は 9 月 28 日、能都庁舎で開か
れました。報告会では、7 月 27 日から 8 月 5 日まで（9 泊 10
日）オーストラリアのブリスベンに滞在した生徒 11 人が、町
長や教育長らに現地での活動や体験談を発表しました。
　一行は現地のウェラーズ・ヒル・ステイト・スクールを訪れ、
英語で能登町を紹介したほか、習字やお手玉、折り紙などの日
本文化を伝えたこと、ホームステイでの食文化や生活習慣の違
いに戸惑ったことなどユーモアを交えて報告しました。保護者
からは、「子どもの成長が見えた」などの感想がありました。
　

オーストラリアで成長した夏
中学生海外研修報告会

オーストラリアでの経験を報告する生徒



まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATIONINFORMATION

まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎
　議会事務局☎76-8310

地上デジタルテレビ 全国手まりコンテスト

能登町ハーモニーセンター

心のケア講座

下水道

お知らせ ニュース

お知らせ

講座

お願い

平成23年度能登町職員採用候補者試験

義援金総額12,409,683円（10/10 現在）
皆さんの善意は必ず被災地へ届けます。

前田善栄さん（宇出津）と水木由一さん
（柳田）が「ふるさとの匠」に認定

アンテナで七尾中継局（能登島）のデジタ
ル放送を受信している方へ

能登町職員採用

東日本大震災義援金

ふるさとの匠 お知らせ

お知らせ

ニュース

〈採用予定人員および職種〉技能労務職　若干名
　（能登町多目的交流センター勤務）

〈受験資格〉昭和 46 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、
危険物取扱者（乙種第 4 類）の資格を有し、８t 限定
なしの中型免許（マイクロバス）の免許を有している
人または平成 24 年２月までに免許取得見込みの人

〈住所要件〉能登町に住所を有する人（実父母の住所
が能登町にあれば受験可）

〈受験手続〉受験申込書（各サービス室、支所・出張所、
ハローワークのとで交付）に必要事項を記載し、健康
診断書と履歴書を添えて役場総務課職員係に提出して
ください。

〈試験日時〉12 月 3 日㈯ 10:00
〈試験会場〉能都庁舎 3 階 302 会議室
〈受付期間〉11 月 1 日㈫～ 11 月 30 日㈬まで
〈選考方法〉作文試験（600 字程度）、面接試験
〈合格から採用まで〉12 月下旬までに全受験者に通知
します。採用が内定した人は、原則として平成 24 年
4 月 1 日以降に採用されますが、場合によってはそれ
以前に採用されることがあります。

〈初任給〉137,200 円（高校３卒）

〈募集人員および職種〉事務補助員　1 人
〈職務内容〉町有線放送施設の障害対応などに関わる
事務補助員（パソコン操作のできる人）

〈雇用期間〉平成 23 年 12 月 1 日～平成 24 年 3 月
31 日

〈賃金〉日額 5,800 円
〈応募手続〉受験申込書（各サービス室、支所・出張所、
ハローワークのとで交付）に必要事項を記載し、履歴
書を添えて役場総務課職員係に提出してください。

〈応募期間〉11 月１日㈫～ 11 月 22 日㈫
〈選考日時〉11 月 26 日㈯ 10:00
〈選考場所〉能都庁舎 3 階 302 会議室

問総務課☎ 62-8510

　義援金の受け付けは、各庁舎、支所、出張所で引き
続き行っています。今後ともご協力をお願いします。

　9 月 21 日から 10 月 10 日に役場窓口で義援金を受
け付けた団体（敬称略）
・H23 まほろば成人式実行委員会

問総務課☎ 62-8510

　石川県が農林漁業に関する優れた知識・技術を持つ
人を認定する「ふるさとの匠」に前田善栄さん（78）
＝姫＝と水木由一さん（71）＝柳田＝が認定されま
した。10 月 17 日には能都庁舎を訪れ、持木町長に
認定の喜びと今後の抱負を語りました。
　前田さんはイカ加工品の製造に関する「加工の匠」
として、水木さんはのとキリシマツツジの挿し芽、盆
栽に関する「伝承の匠」として認定されました。
　前田さんは「長年のイカへの思いが認められてうれ
しい。今後も町の活性化に寄与したい」。水木さんも「町
の花であるのとキリシマを多くの人に知ってもらうた
めに今後も努力していきたい」と話しました。

川端信子さん（市之瀬）の作品が２度目
の文部科学大臣賞を受賞

文化・交流活動の拠点として利用ください。

ＤＶをなくす社会を築くための講座

下水道への接続をお願いします。

　第 3 回全国手まりコンテスト（NPO 法人日本手ま
り文化振興協会主催）の表彰式が 10 月 5 日、東京都
千代田区の参議院会館で行われ、川端信子さんの作品
が最高賞となる文部科学大臣賞を受賞しました。
　日本の伝統文化の一つとして、世界から注目される

「手まり」。川端さんの受賞作「菊」は、
11 月に台湾で展示され、「梅」とい
う作品が李登輝元総統に献上される
ということです。

　地上デジタル放送のチャンネルが変わります。この
ため平成 23 年 11 月 21 日月以後にテレビ・録画機
などが映らなくなる可能性があります。

■リモコン番号は
・リモコン番号２　NHK　E テレ（教育）
・リモコン番号５　北陸朝日放送（HAB）

　映らなくなった場合は、ご自身で「チャンネルの再
設定（再スキャン）」を行っていただくか、下記まで
問い合わせください。
※「能登町有線テレビ」に加入している人は、チャン
ネル設定は不要です。

〈問い合わせ〉
チャンネル変更コールセンター　☎ 0120-922-303

〈受付時間〉9:00 ～ 21:00（土日祝は 18:00 まで）
※ IP 電話などで上記番号につながらない場合は
　☎ 03-4321-0770 まで。

　「能登町ハーモニ
ーセンター」は、遠
島山公園内の旧奥能
登 ユ ー ス ホ ス テ ル
を、文化活動の拠点
とするためリニュー
アルした施設です。
　展示発表・創作会議など、皆さんの文化・交流活動
の場としてご利用ください。

〈施設内容〉創作室（９室）、大展示場（1 階・2 階）
〈開館時間〉9:00 ～ 17:00
〈申込・問い合わせ〉ふるさと振興課☎ 62-8532

〈演題〉『傷ついた心の回復』
　　　～ＤＶ、災害からのトラウマの理解～

〈講師〉寺井弘実氏（金沢星稜大学人間科学部准教授）
（プロフィル）金沢大学法文学部心理学専攻卒業（臨
床心理士）金沢市教育プラザ富樫 こども総合相談セ
ンター所長補佐を経て現職

〈日時〉11 月 25 日㈮ 14:00 ～
〈場所〉能都庁舎 3 階研修室
〈申し込み〉ＤＶホットラインのと
　事務局長　弘﨑弘美　携帯☎ 090-1635-2677
　メール：runbini@ca2.luckynet.jp

〈主催〉ＤＶホットラインのと
問教育委員会事務局☎ 72-2509

　下水道が供用開始となった地域では、下水道法第
10 条に基づき下水道への接続が義務付けられていま
す。環境衛生の向上と河川の水質保全のために下水道
への接続をお願いします。

問上下水道課☎ 72-2507

有線放送施設業務に関わる臨時職員募集持木町長に報告する前田さん（右）と水木さん。今回の認定で
能登町在住の「ふるさとの匠」は 8 人になりました。

▲

2 度目の文部科学大臣賞を受賞した「菊」

リサイクルフェアお知らせ

使える物を再利用。リサイクルフェア開催

〈期日〉11 月 5 日㈯　
〈申込時間〉8:30 ～ 10:00
〈当選者の決定〉10:00 ～本人による抽選
〈会場〉奥能登クリーンセンター管理棟（上町）
〈販売物品〉自転車コーナー、家具コーナー（サイドボ
ード、たんすなど）、その他コーナー（ゴルフクラブ、ベ
ビーカーなど）

〈その他〉販売は珠洲市民・能登町民に限ります。コ
ーナーごとに一人 2 品までなど注意事項があります
ので、会場でご確認ください。

問奥能登クリーン組合☎ 62-8222

奥能登クリーン 検索

3031



【入札結果】
9月16日～10月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者
町道 2 級柿生 1 号線　道路改良工事（4 号箇所）　
法面工

柿生 建設課 5,628,000 円 ㈱ランドスケープ開発

赤崎コミュニティセンター　建設工事 布浦 総務課 22,029,000 円 ㈱西中建設

舗装本復旧工事（斉和地内） 中斉 上下水道課 10,185,000 円 北川ヒューテック㈱

十郎原ポンプ場改良設備工事 十郎原 上下水道課 15,834,000 円 ㈲能登電業社

旧城野団地　解体工事 宇出津
山分 建設課 10,458,000 円 ㈲蔵木工所

配水管布設工事（上町地内） 上町 上下水道課 12,600,000 円 ㈱青木産業

宇出津小学校スクールバス　車両購入（その 1） 宇出津 教育委員会事務局 5,940,900 円 ㈱ビックオート

宇出津小学校スクールバス　車両購入（その 2） 宇出津 教育委員会事務局 5,940,900 円 ㈱ビックオート

能登町移動公民館（マイクロバス）　車両購入 松波 教育委員会事務局 5,689,950 円 ㈱ビックオート

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504

まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATION

能登消防署からのお知らせ

町営住宅

税金 / 保険料

消防

募集

納期

秋季火災予防運動

設置していますか？住宅用火災警報器

町営住宅入居者を募集します。

今月の納期限は 11 月 30 日㈬です。

〈募集期間〉11 月 14 日㈪まで
〈対象住宅〉

九十九団地（小木 3 丁目 8 番地）　1 戸（２ＬＤＫ）
　家賃：所得によって月額約 15,000 ～ 25,000 円
桜木住宅（鵜川 30 字１番地）　2 戸（２ＤＫ）
　家賃：所得によって月額約 17,000 ～ 25,000 円

〈入居資格〉
①能登町に住所を有する人（予定者含む）
②住宅に困窮していることが明らかな人
③町税などの滞納がない人
④収入基準　
　入居者の所得月額が158,000円未満
⑤単身の人よりも複数世帯を優先します。

問建設課住宅係☎ 76-8304

平成 23 年度全国統一防火標語

「消したはず  決めつけないで  もう一度」
〈期間〉11 月 9 日㈬～ 11 月 15 日㈫までの 7 日間

　最近、能登町内で住宅火災が連続して発生していま
す。これからの季節、寒さと共に火を取り扱う機会も
増えてきます。火の取り扱いには十分注意して、火災
予防にご協力ください。

　火災から大切な家族を守るために、
住宅用火災警報器を設置しましょう。
　平成 20 年 6 月 1 日から、設置が
義務化されました。

【火災の事例】
天ぷら油を加熱したまま
その場を離れたため、鍋
から火が上がり警報器が
熱を感知。警報音に気づ
いた居住者が、初期消火
と 119 番通報を行った。

2 階居室で就寝していた
男性は、1 階にある祖母
の部屋の警報器の音に
気づき、仏壇から炎が
上がっているのを発見。
水を掛けて消火した。

悪質な訪問販売にご注意ください！
　消防署や役場が「住宅用火災警報器」の訪問販売す
ることはありません。特定の業者に商品をあっせんし
たり、販売を依頼することもありません。

問能登消防署☎ 62-0492

〈税　金〉国民健康保険税第 5 期
〈保険料〉介護保険料第 5 期
　　　　  後期高齢者医療保険料第 8 期
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▲今年 1 月に輪島市で開催された地域交流会の様
　子。講演の後、小グループに分かれて意見交換
　を行った。

BBC ワールドチャレンジニュース

「ワールドチャレンジファイナリスト12」の
の中に「春蘭の里」が選ばれました。
　英国放送協会（ＢＢＣ）が、世界各地の草の根事
業を公募して表彰する「ＢＢＣワールドチャレンジ
2011」の最終候補 12 組が決定し、日本の団体では
唯一「春蘭の里」（能登町）が選ばれています。ＢＢ
Ｃワールドチャレンジは今年が７年目。世界中から
600 以上のプロジェクトの応募がありました。
　最終選考には、田舎の原風景や循環型農業体験を観
光資源として、過疎化の抑制に取り組んでいる農家民
宿群「春蘭の里」のほか、エジプトの非営利企業が行
う高級紙製品をつくる事業やパラグアイでハーブティ
ーなどの育成に取り組む団体など 12 組が選出されて
います。
　最優秀賞を決める投票は、インターネット上で 11
月 11 日まで受け付けていて、ホームページ（http://
www.theworldchallenge.co.uk/）から、誰でも投票す
ることができます。投票結果は 11 月中に判明すると
いうことです。最終選考に残った 12 団体の取り組み
も、見ることができます。

問ふるさと振興課☎ 62-8532

九十九団地

3233

INFORMATION
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11 月の新刊案内

体脂肪計タニタの社員食堂　
　～ 500kcal のまんぷく定食～　タニタ
マザーズ　金原ひとみ
マスカレード・ホテル　東野圭吾
神君家康の密書　加藤　廣　
夫婦口論　三浦朱門・曽野綾子　
ツレがうつになりまして。　細川貂々

行事あんない

　■おはなし会　　　 9 日㈬・24 日㈭ 15:00
　■おはなし学習会　 9 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　20 日㈰ 13:30 
　■読書会　　　　　16 日㈬ 13:30

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:30　◆休館日  月曜日、第３日曜日
4 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム
9 日㈬ 15:30　ドッジボール大会（小学生以上）

11 日㈮ 10:30　★子育て教室
18 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム
19 日㈯ 10:30　こどもクッキング
25 日㈮ 10:30　★身体測定

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
2 日㈬ 15:00　読み聞かせボランティアひまわり
9 日㈬ 15:00　もみじミニお茶会

11 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
16 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「まんてん仮面の星のおはなし」
19 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティアひまわり

○能登穴水三平堂落語会
〈日時〉12 月 3 日㈯　17:00 開演
〈場所〉穴水町さわやか交流館プルート
〈申し込み〉11 月 21 日㈪必着（入場無料）

　官製ハガキに必要事項を記入のうえ、申し
込みください。詳細は下記まで。
問穴水町企画情報課☎ 0768-52-3625

○輪島かにまつり 2011
〈日時〉11 月 20 日㈰　9:00 ～
〈場所〉マリンタウン特設会場
〈見所〉今月解禁したばかりの加能ガニ・香箱
ガニを、かに汁やかに飯、大好評の炭火焼コー
ナーなどで満喫できます。輪島の冬を代表す
る味覚をぜひ味わってみてください。

○禄剛埼灯台内部一般公開
〈日時〉11 月 6 日㈰　10:00 ～ 15:00
〈見所〉禄剛埼灯台（狼煙町）の内部が一般

公開されます。この機会に普段見ることので
きない灯台内部をご覧ください。

能登町からの情報として、2 市 1 町の広報紙
に「しおさサミット in 能登」を紹介しました。

穴
水
町

輪
島
市

珠
洲
市

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

 ■百歳 
 　柴田トヨ
　「百歳のゴールを胸を張って駆
けぬけよう」 98 歳の処女詩集『く
じけないで』で日本全国に感動の
嵐を読んだトヨさんの第二詩集。

■おおきな  おおきな  おいも 
赤羽末吉

　幼稚園の子どもたちが共同で
描いた、とてつもなく大きなさ
つまいもをめぐって、子どもた
ちの空想が無限に広がっていく
愉快なお話。

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

第 9 回石川県マスターズ秋季水泳競
技大会（9/25）

〈55 ～ 59 歳 25m 自由型〉①土合洋
〈同 50m 自由型〉①土合洋
〈同 50m バタフライ〉①土合洋
〈30～34歳100m自由型〉③浜上将志

第 17 回北信越小学生バドミントン選
手権大会（10/8・9）

〈6 年男子単〉③谷口諒真（能登町ジュ
ニア）※第 20 回全国小学生バドミ
ントン選手権大会（北海道・12/23 ～
27）の個人戦・団体戦に出場

第 15 回石川県小学生学年別ソフトテ
ニス大会（10/9）

〈6 年男子〉②久山隆希・奥野立樹（鵜川
ソフトテニス）⑧大町陸・中田悠斗（同）

〈6 年女子〉②山本英里・堂上愛華（同）
⑧辻口萌・下畠奈巳（同）⑧山田実紅・
西栞那（能登ジュニア）⑯濱田瑠奈・
鶴野李佳（同）⑯浜中桃花・谷村明日
香（同）

〈4 年女子〉②牧和音・中田優衣（鵜
川ソフトテニス）
※以上、北信越小学生インドア大会

（小松ドーム）出場決定
〈3 年以下〉③浜中彩花・濱田すみれ（能

登町ジュニア）

第 26 回山田杯争奪ソフトテニス選手
権大会（10/16）
①多原省吾・馬場准樹②川端光明・下
畠慎也③関戸宏憲・大林夏樹③高宮大
介・坪根俊幸

■能都中学校
鳳珠郡新人体育大会

・野球①　・男子バスケット①
・卓球女子個人③新谷果子
全能登新人大会

・野球①（初）
・バドミントン団体　男子①　女子②
男子シングル③乙川一馬③板谷響
同ダブルス①紙子恭輔・隅屋太郎②勘
平凌我・安孫周
女子ダブルス③濵谷穂乃香・干場冴華

・柔道　男子団体③　男子個人60kg以
下①山本達也　同50kg以下②尾形結
熙③和田祐樹

■小木中学校
全能登新人大会

・女子バスケットボール②

■鵜川中学校
鳳珠郡新人体育大会

・ソフトテニス　男子個人①高宮眞・山
下康輔　女子個人①橋本茜・山瀬茉依

・卓球　女子団体①　女子個人①堂上
京香③田中佳那　男子個人②槻大雅③
出村尊斗

■柳田中学校
鳳珠郡新人体育大会

・女子バレーボール①
全能登新人大会

・陸上女子　共通100mH②南安寿香
　共通砲丸投⑥下野真夕梨　共通4×
100mR⑦瀬戸・南・友田・鍛治
七尾市陸上競技選手権大会（10/10）

〈中学男子砲丸投〉①向口和馬

第 14 回全日本ごいた大会参加者募集
〈日時〉11 月 20 日㈰　13:00 ～
〈会場〉能登町商工会 本所  2 階ホール
〈参加料〉一人千円
〈申し込み〉大会事務局☎ 62-0181

能登町スポーツ少年団指導者研修会
〈日時〉 11 月 27 日㈰ 8:30 ～ 12:00
〈会場〉 内浦スポーツ研修センター
〈対象者〉スポーツ少年団指導者（保

護者）、体育指導委員、小中学校教諭
等町内体育関係者　約 50 人

〈内容〉心肺蘇生法（実技）、講義
〈申し込み先〉内浦体育館
〈申込期限〉 11 月 18 日㈮

問町スポーツ少年団事務局☎ 72-0200

第 20 回友田杯ミニバスケットボール
大会（福井県 9/23・24）

〈女子の部〉②宇出津ミニバス

第 31 回全能登ミニバスケットボール
大会宮田杯（10/8・9）

〈女子の部〉②宇出津ミニバス

◆柳田・山中経由（会場行き）
バス停名 朝の便 昼の便

柳田 8:15 12:00
上町公民館前 8:20 12:05
中又 8:23 12:08
能都庁舎 8:30 12:15
町立美術館 12:17
山中 8:36 12:23
不動寺 8:40 12:27
上 8:43 12:30
内浦庁舎前 8:47 12:34
内浦体育館 8:50 12:37

◆能都・小木経由（会場行き）
バス停名 朝の便 昼の便

鵜川口 7:50 12:00
能都七見 7:53 12:03
矢波弁天 7:57 12:06
波並駅前 8:00 12:09
藤波駅口 8:03 12:12
能都庁舎 8:08 12:15
町立美術館 12:17
羽根漁港 8:15 12:21
本小浦 8:20 12:26
縄文真脇温泉口 8:25 12:31
小木港 8:30 12:36
九十九湾 8:35 12:39
能登新保 8:38 12:42
新村 8:42 12:46
宮崎 8:45 12:49
内浦体育館 8:50 12:53

◆帰りの便
（両コースとも行きと逆回り）

5 日　内浦体育館発① 11:00　② 15:00
6 日　① 11:00　②芸能発表終了後

マイクロバス運行時刻表（停車は路線バスなどのバス停です）第7回
　　能登町民文化祭
11月5日㊏6日㊐

【会場案内】
・芸術（展示）部門　会場：内浦体育館
　5日9:00～17:00　6日9:00～15:00

・芸能発表　会場：内浦第二体育館
　6日9:00～16:30ごろ

・茶道部門　会場：内浦多目的施設
　5日9:30～15:30

・囲碁部門　会場：スポーツ研修センター
　5日9:30～

・西房浩二特別展　会場：町立美術館
　11月4日～12月4日（月曜休館）
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☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

3 日㈭ 6 日㈰ 13 日㈰ 20 日㈰ 23 日㈬ 27 日㈰
持木メディカル

クリニック 小西医院 はしもとクリニック 井端内科医院 千間内科クリニック あいずみクリニック

☎ 62-1210
能登町宇出津

☎ 82-6800
珠洲市正院町

☎ 62-8300
能登町崎山

☎ 84-2535
珠洲市宝立町

☎ 62-1001
能登町宇出津

☎ 82-0002
珠洲市飯田町

嘉門内科クリニック 舩木クリニック 山岸医院 宮下医院 永井医院 伊藤医院（喜）

☎ 0768-22-6776
輪島市杉平町

☎ 0768-23-0866
輪島市釜屋谷町

☎ 0768-42-1565
輪島市門前町

☎ 0768-26-1311
輪島市三井町

☎ 0768-22-0032
輪島市鳳至町

☎ 0768-42-0262
輪島市門前町

【受付 9:00 ～ 12:00】　都合により当番医が変更になる場合があり
ますので、あらかじめ電話してから受診してください。

健康福祉課 ☎ 72-2504

能登北部
医師会 休日当番医（11 月）

【レシピ 18】大学いも　
　さつまいもの主成分はでんぷんですが、各種ビタミンやミネラル類といった栄養素が豊富で、セルロース・ペクチンといっ
た食物繊維を多く含んでいます。さつまいもの旬は 9 ～ 11 月。貯蔵されて水分の少なくなった 1 ～ 3 月の味が良いと言わ
れています。
材料

さつまいも　大 1 本（300g 程）
サラダ油　　大さじ２
砂糖　　　　大さじ２
いりごま　　好みで
酢　　　　　小さじ 1/3
しょうゆ　　小さじ 1/3

○作り方　

（ポイント）油で揚げない作り方です。

①さつまいもをきれいに洗い、皮ごと乱切りにし水につける。ペーパーなどで水気をふく。
②フライパンに油、砂糖、酢を入れ、芋をひ
　らたく並べ、ふたをして、弱火で加熱する。
③時々、芋の表面を返して、ふたをしてさら
　に加熱する。
④竹串がスッとささったら、ふたをあけ、醤
　油を加え、砂糖がからむまで炒る。
⑤表面がカラッとしたらお皿に盛り付け、ご
　まをかける。
　　　　　　　　　　　　　役場健康福祉課

◆乳児健診・BCG接種
〈日時〉12 月 1 日㈭　〈受付時間〉12:45 ～ 13:00
〈対象〉平成 23 年 7 月 7 日～ 9 月 1 日生まれ
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、BCG 予診票

◆1歳6カ月児健診
〈日時〉11 月 24 日㈭　〈受付時間〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成 22 年 3 月 13 日～ 5 月 23 日生まれ　
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票

◆3歳児健診
〈日時〉12 月 8 日㈭　〈受付時間〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成 20 年 8 月 10 日～ 9 月 30 日生まれ
〈場所〉能都庁舎   4 階大集会場
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器

　65 歳以上の人は、今月号の広報と一緒に配布したチラシ裏の予診票を利用し

てください。予診票が不足する場合は、役場窓口（健康福祉課、能都・柳田サー

ビス室、鵜川・小木支所、高倉出張所）や町内医療機関にあるものを利用してく

ださい。接種するときは、必ず予診票を記入して医療機関に提出しましょう。

　１歳～高校３年生相当の年齢の人には、10 月中にお知らせと予診票を郵送し

ました。届いていない場合で接種を希望する人は健康福祉課までご連絡ください。

これから 1 歳になる人へは順次案内を送付します。

　詳細はチラシをご参照ください。

〈接種期間〉平成 23 年 11 月 1 日～平成 24 年 1 月末日

〈接種場所〉町内医療機関ほか　～事前に医療機関に予約をしましょう～

〈料金〉　1 回あたり１，５００円

●チラシに掲載している医療機関以外で接種したい場合や生活保護世帯で接種を

希望する場合は、事前に健康福祉課までご連絡ください。

●今年度は非課税世帯の人の自己負担の助成はありません。

【インフルエンザ予防接種】

65 歳以上は予診票（全戸配布
チラシ裏 ）をご利用ください

■精神科神経科診察のお知らせ
　11 月 23 日㈬は、平松先生の外来診察を行います。
　〈診察時間〉9:00 ～ 12:00

■新任医師紹介
　10 月 1 日から宇出津総合病院
内科勤務となりました、岡藤啓史

（おかふじ・ひろふみ）と申します。
　石川県出身ながら初めて宇出津
の地を踏みました。大自然に囲ま
れて３カ月間という短い間です
が、精一杯皆様のために頑張りた
いと思います。
　よろしくお願いいたします。

■公立宇出津総合病院から駐車場に関する
　お知らせとお願い

　公立宇出津総合病院の駐車場は、午前中に混雑し、来
院の皆様にご不便をおかけしています。
　駐車場は下記のとおりですが、病院にご用のない人の
駐車や無断駐車はご遠慮願います。
　なお、混雑解消や無断駐車解消のために、早朝、駐車
場整理員を配置しましたので、ご協力をお願いします。

公立宇出津総合病院の駐車場

　病院奥や裏（第 4・５駐車場）にも駐車場があります
のでご利用ください。
　外来患者様の駐車場が確保できませんので、患者様・
関係者以外の駐車はお断りしています。ご理解とご協力
をお願いします。

　年齢を重ねても元気で過ごすに
は、介護予防が必要です。心身の
働きが低下していないか把握する
ため、「基本チェックリスト」の
記入をお願いします。対象の人に
は、案内を郵送します。

〈対象地区〉能都・内浦地区
〈対象者〉75 歳以上

　　　　（介護認定者を除く）
問健康福祉課　地域包括支援セン
ター☎ 72-2513

基本チェックリストの
記入をお願いします。 不育症の治療費を助成します

　不育症の診断を受け、治療をされている人に治療費の一
部を助成します。

〈対象者〉
①～⑤いずれにも該当する人が対象です。
①婚姻後１年以上経過していること
②現在の婚姻関係との間に子がいないこと
③夫婦両者が対象治療を開始した日の１年以上前から能登
町に居住していること
④産婦人科医により不育症と診断され、その治療を受けて
いること
⑤夫婦の前年所得の合算が 730 万円未満であること

〈助成対象経費〉
　不育治療に要した医療保険適用外の費用

〈助成内容〉
　1 年度当たり 30 万円が上限になります。
　治療が翌年度にわたる場合は、その治療が終了してから
申請してください。
　助成期間は、不育治療を開始した日から起算して通算５
年間となります。

〈申請書類〉
①能登町不育治療支援事業助成金交付申請書
②不育治療医療機関証明書
③不育治療を行った医療機関発行の領収書
④夫婦の所得証明書

〈申請期間〉
　治療が終了してから３カ月以内に申請してください。

問役場健康福祉課☎ 72-2504

37 36



38

   お  知  ら  せ
11 日～ 17 日は税を考える週間  

【小中学生の「税についての作品展」】
・役場能都庁舎 2 階

〈日時〉11 月 11 日㈮～ 17 日㈭
・能登空港ターミナルビル 2 階

〈日時〉11 月 23 日㈬～ 27 日㈰
【無料税務相談会】
〈日時〉11 月 13 日㈰

　10：00～12：00、13：00～16：00
〈場所〉ワイプラザ（輪島市）
〈相談担当〉北陸税理士会輪島支部
【年末調整説明会（能登町対象）】
〈日時〉11 月 18 日㈮ 10：00～12：00
〈場所〉能登空港ターミナルビル

問輪島税務署☎ 0768-22-2242

犯罪被害給付制度があります    

　この制度は、殺人など故意の犯罪
行為を受けた被害者などに対して、
国が給付金を支給するもので、次の 3
種類があります。
○遺族給付金　○重傷病給付金　　
○障害給付金
　公的補償や損害賠償を受けた場合
は、給付金の額が調整されます。また、
親族間犯罪や犯罪被害者にも原因が
ある場合には給付金の全部または一
部が支給されないことがあります。
問能登警察署☎ 62-1334

浄化槽の法定検査普及員が訪問  

　浄化槽は保守点検・清掃（汚泥抜
き取り）のほかに、年 1 回の法定検
査が義務付けられています。
　法定検査普及のため、「浄化槽法定
検査普及員」がご家庭を訪問し、直

接説明します。
〈訪問期間〉平成 24 年 3 月までの平

日 9:00 ～ 16:00
問石川県浄化槽協会☎ 076-241-7781

金沢駐屯地の創立 61 周年記念    

　11 月 20 日㈰、陸上自衛隊金沢駐屯
地が一般開放され、記念式典、観閲
式などが行われます。当日は戦車試
乗など普段できない体験もできます。
ぜひご参加ください。

石川職業能力開発短大の学園祭    

〈イベント名〉2011IPC 学園祭
〈日時〉11 月 3 日㈭ 9:00 ～
〈場所〉石川職業能力開発短期大学校
〈内容〉各種イベントや模擬店

問大学学務援助課 ☎ 0768-52-1323

あなたのその行動が不幸な猫を    

　最近、庭や畑を荒らしたり、糞尿
をして困るなど野良猫による苦情が
多く寄せられます。原因は、野良猫
がお腹をすかしてかわいそうだとエ
サを与えることにより、居ついてし
まうことです。安易にエサだけ与え
ることが、逆にかわいそうな野良猫
を増やしてしまうことになります。
　不幸な猫を増やさない心掛けを、
よろしくお願いします。
問県能登北部保健所☎ 0768-22-2011

労働保険適用推進強化期間です    

　常用労働者を一人でも雇用してい
る事業主は、雇用保険と労災保険に
加入しなければなりません。
　まだ労働保険に加入していない事

業主は、早急に加入手続きをお取り
ください。
問穴水労働基準監督署☎ 0768-52-1140

労働時間適正化キャンペーン    

　過重労働による健康被害が依然多
い状況で、割増賃金の不払いなど労
働基準法違反も後を絶ちません。
　厚生労働省では、11 月を「労働時
間適正化キャンペーン期間」と定め、
長時間労働の抑制を重点として、労
使関係者の自主的な取り組みの促進
を図っています。
問石川労働局☎ 076-265-4423　

  募　集
地域づくり支援講座は聴講無料  

■「能登の里海ウォッチング」
〈日時〉11 月 11 日㈮ 18:20 ～ 19:50
〈講師〉坂井恵一氏（のと海洋ふれあ

いセンター普及課長）
■「穴水町・震災復興からのまちづ
くり」

〈日時〉11 月 25 日㈮ 18:20 ～ 19:50
〈講師〉石川宣雄氏（穴水町長）
〈場所〉能登空港ターミナルビル 4 階

※聴講無料、予約不要です。
問能登里山マイスター能登学舎
　☎ 88-2568

能登の魅力再発見セミナー開催    

　能登が世界農業遺産に登録された
今、私たちに何ができるのか、みん
なで考えましょう。入場無料です。

〈日時〉11 月 10 日㈭ 15:00 ～
〈場所〉能登町商工会本所  2 階
〈講師〉高峰博保氏（㈱ぶなの森）

〈申し込み〉11 月 8 日㈫まで
問能登町商工会☎62-0181

里親を考える集いを開催します    

〈日時〉11 月 19 日㈯ 13:30 ～ 15:10
〈場所〉石川県庁 19 階展望ロビー
〈演題〉「家族の絆を求めて」
〈講師〉若狭一廣氏

問県少子化対策監室☎ 076-225-1421

「のと就職フェア」参加企業募集    

〈日時〉12 月 26 日㈪ 13:30 ～ 16:30
〈場所〉七尾サンライフプラザ
〈対象企業〉能登地域に事業所を有す

る企業
〈申込期限〉11 月 11 日㈮先着 25 社

問県産業立地課☎ 076-225-1517

陸自  高等工科学校の生徒募集    

〈受付期間〉平成24年1月6日㈮まで
〈応募資格〉平成 24 年 4 月 1 日現在、

15 歳以上 17 歳未満の男子
〈試験期日〉平成 24 年 1 月 14 日㈯

問自衛隊石川地方協力本部　
能登地域事務所☎ 0768-52-4175

  相　談
心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎　
　9 日㈬、18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘
　8 日㈫、22 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター
　10 日㈭ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　21 日㈪ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

行政相談委員にご相談ください

　国や特殊法人などの仕事などで苦
情、意見などがある場合、関係行政
機関などと協力してその解決を図り、
より良い行政運営の実現を目指しま
す。気軽にご利用ください。

〈相談時間〉 10:00 ～ 12:00
会場 日程 相談委員

笹ゆり荘 11月15日㈫ 廣橋義男

問役場総務課☎ 62-8510

能登法律相談センターの相談日 

〈11 月〉10日、17日、24日（木）
〈時間〉13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町保健センター
〈申し込み〉相談日前日の午後 5 時ま

でに電話で予約ください。
〈相談料〉30 分以内：5,000 円

問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

女性の人権ホットライン強化週間 

　「女性の人権ホットライン」は、ＤＶ、
ストーカーなど女性をめぐるさまざま
な人権問題の解決を図ります。

〈期間〉11 月 14 日㈪～ 20 日㈰
〈時間〉8:30～19:00土日は10:00～17:00
〈電話番号〉0570-070-810
〈担当者〉法務局職員、人権擁護委員

多重債務者無料相談会を開催　 

　「多重債務者相談強化キャンペーン」
期間中、無料相談会が開催されます。

〈時間〉9:30 ～ 12:30、13:30 ～ 16:30
開催日 相談会場 予約・問い合わせ

11月 15日㈫ かほく市消費生活センター 076-283-7144
11月 16日㈬ すず市交流センター 82-7760（市民課）
11月 17日㈭ 七尾市役所 0767-53-1112

※予約が必要で相談時間は 30 分です。

　　　問能登警察署・能登防犯協会
 　☎ 62-1334

有料広告

能登空港へ行こう！
～ 11 月のイベント～
☆ 6 日㊐　おらが故郷お国自慢

〈出演〉すぎの子太鼓ミニコンサート　〈時間〉14:30 ～
〈場所〉能登空港２Ｆロビー　〈協力〉宝達志水町

☆ 13 日㊐　のっぴーグラスを作ろう！！
～季節折々の「のっぴーグラス」で食卓を飾りませんか～

〈時間〉10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00

〈場所〉能登空港１Ｆ能登の旅情報センター
〈対象〉幼児から小学生以下優先【限定 50 人】
〈参加費〉無料

☆ 20 日㊐　おらが故郷お国自慢
〈出演〉羽咋こどもこと教室ミニコンサート
〈時間〉14:30 ～　
〈場所〉能登空港２Ｆロビー　〈協力〉羽咋市

問能登空港賑わい創出実行委員会☎ 0768-26-2303
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　09 年 3 月の能登半島地震。
あれだけ大きく揺れながらも、
自分は「津波が来る」とはまっ
たく思わなかった。あの地震の
震源が富山湾なら、自分の命も
家族の命も守れなかったかもし
れない。
　災害の記憶は風化する。それ
でも備え続けるためには「防災
を文化」にするしかない。日常
生活、地域や学校行事で当たり
前に防災に取り組む。そんな町
が、本当の「安心して暮らせる
町」なのかもしれない。誰かで
はなく自分が、そしてみんなで、
最初の一歩を踏み出そう。

「塩」に対する正しい理解を身に付けよう！
　根拠のない「高血圧＝ “塩” 犯人説」
　塩でもっとキレイに、健康になる！
　塩の上手な選び方・摂り方

〈基調講演〉
日本人には塩が足りない～正しい塩の選び方と伝統食育のすすめ～
講師：村上譲顕氏（海の精㈱代表取締役会長、国産こだわり海水塩の会会長）

全国の製塩紹介
紹介者：玉井恵氏（㈱プランニングアドゥ代表取締役）

日時：11 月 19 日㊏　13:30 開場　14:00 開演

場所：能登町役場　能都庁舎 4 階大集会場

〈懇親会～能登の塩文化を味わう～〉※要予約

日時：11 月 19 日㊏　18:00 ～

場所：国民宿舎能登うしつ荘　コンベンションホール

参加費：5,000 円（飲料代含む）

〈製塩施設見学〉※要予約

日時：11 月 20 日㊐　9:00 うしつ荘からマイクロバス出発　12:00 解散予定

施設：㈱輪島製塩（揚げ浜式塩田）、㈲新海塩産業（流下式製塩）

　　　能登海洋深層水施設（非直火式低温製法）

参加費：無料

〈問い合わせ〉能登町役場  海洋深層水対策室☎ 0768-62-8533
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こ せ き

の ま ど

9/15 ～ 10/14

人口（人） 20,630 － 39
男 9,701 － 21
女 10,929 － 18

世帯数（戸） 8,023 － 14

外国人登録者（人） 200
男 143
女 57

（前月比）
◉人口・世帯数 平成 23 年 10 月 1 日現在

個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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能登町松波10-59    ☎0768(72)0911内浦庁舎

興能信用金庫

く す り の 中 谷 宇出津新町ポスト前 TEL.62-0057



笑顔が紡ぐ
地域の絆

4243

能登町民大運動会は 10 月 10 日、柳田植
物公園で開催されました。15 地区から 17
チーム約 3,000 人が参加。対抗競技やオー
プン参加競技などで熱戦を繰り広げまし
た。記念すべき初優勝は松波、2 位が上町、
3 位が小木という結果でした。

能登町民大運動会 2011.10.10

競

楽

１_ 綱引きを制したのは松波。ほかにも議員さんの関所
を制して 0.25 ㌽差という僅差で総合優勝となった。２_
最初の競技となった紅白玉入れは岩井戸が 1 位を獲得。
３_ トンネルの向こうは日本海。上町が圧倒的な強さを
見せた。４_ バケツでボールを運ぶバケツリレーは接戦。
三波・上町・不動寺が同順位で点数を分けた。５_ 運動
会の花形である対抗リレーは小木が逆転勝利。

６_ ユニークな応援と統
一されたユニホームで大
会を盛り上げた白丸には
特別賞が贈られた。７_
紫で統一された柳田の応
援も華やかだった。
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